最初 は みん な 初心 者 だ 


「] 


Linux の 歴史 か ら 各 デ ィ ス トリ ビュ ーション の 特徴 まで 、Linux に 関す る 基本 的 
な 知識 を マス ター し よう 。Linucx ユー ザー に な る た め に 最低 限 必要 な コマ ンド の 
操作 方 法 も 紹介 し レ し て いく ぞ 。 目 指 せ 、 脱 ビギナー! 
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7 の] 器 【2』 ゆ 】 目 |a19 じ (の ゆあ ) 二 PP マ 2 ま ビジ っ) 


DO、 inup の 現在 地 


Linux は デス クト ッ プ や サー バ だ け で は な く 、 携 帯電 話 や ゲー ム 機 に も 搭 
載 さ れ て いる 。 ま すま す 広 が る Linux の 世界 を 紹介 し よう 


ロリ h D 最新 / 最 古 、Linux に つい て 基礎 か ら 解 説 


Linux の 基礎 知識 。 。 に seN > 











Linux は な ぜ 無 料 で 使え る の か 。Linux の 誕生 か ら 現 在 ま で の 歴史 、 デ ィ 
スト リ ビ ュ ーション の 存在 意義 な ど 其 本 的 な 情報 を チェ ッ ク 


は D 0 タイ プ 別 評価 で 自分 に あっ た Linux が 見 つか る !? 


Linux デ イス トリ ピュー ン ョ ノ ガ イド 








軒 吾 
間 





Linux で 使え る ディ スト リピ ビュ ーション は Ubuntu だけ で は な い 。 強力 で 
使い や すい 各 デ ィ ス トリ ビュ ーション の 特徴 を 詳細 ガイ ド 


ロ 『/ () Linux の 最大 の 特徴 ゴマ ンド を 基礎 と 実例 で 紹介 


基礎 十 実 践 コマ ンド 17 証 琴 琴 





Windows の よう な 操作 が 当たり 前 と な っ た Linux で も 、 最 低 限 の コマ ン 
ド 操作 の 知識 は 必要 。 ファ イル 操作 や シス テム を 中 心 に 基礎 を 学 ぼ う 
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iA 岳 ! の 


Linux の 
現 汰 0 





Linux INow 
> 語っ 現在 |] 地 還 


Linux と いえ ば サー バ や デス クト ッ フ マシ ン の 印象 が 強い が 、 携 帯 ゲー ム 機 や スー パー コ 
ンピュータ まで 用 遂 は 広がっ て いる 。 日 常 生活 の 中 に Linux が 隠れ て いる こと も ある の だ 


エミ ュ レ ー タ が 自在 に 動く 』 ー > シ uus Topsosweome 。 旧 錯 最速 の マン ン も 

韓国 か ら Linux 内 成 の | Ni 9 匠 、 ーー…ー こ ゃ inux を 利用 ウ バ いる ! 

怪 じ い ゲ ー ム 機 登場 中 二 語 凍 凌 庄 講 スー バー コン ピュ ー タ の 
携帯 端 素 に も Linux が 搭載 済み 。 エ ミュ レー 半分 以上 は 目 1L4《 リ アァ と パパ 


夕 専用 機 と し て 携帯 inux 機 が 韓国 か ら 登 場 し 、 9 
日 本 の 携帯 電話 も Linuk ベー ス の も の が ある 。 Linux の 高速 性 ・ 安 定性 は 複数 の マシ ン で 構成 さ 













れる 世界 最速 レベ ル の スー パー コン ピュ ー タ の 世 


| ドコ モ の N ノ P シ リー , 時 夫 で も 人 気 と な っ て いる 。 
ズ に は OS に Linux で 』】 所 上 語 還 王 宇 呈 上 ピ 
ー ス の も の を 利用 し て / ーー ニーー 還 語 間 oe 形 式 で 公開 され で いる 
いる も の も ある 。  / ーー レモ ラム ニン 
『 時 語 較 ピュ ー タ の 世界 で は Linux 
! ee 1 





当 較 の シェ ア は 8 割 に 逝 い 』 


ore HOBBY 証 二 用 る テス ヘン トッ ブ 戸 太 や 「 HH] 還 | 
ED: 屋 る 肖 目 [1 4 5 
佐 帯 ゲー 連 | 菩 Hg 5 
ゲー 析 上 SE の ap 必 人 dEW。 1 
画 か る LITU 史 ソル 
ャ ウー Te で テ 徹 で 役場 で 進む 
ル で きる 魅力 が ある の だ 。 Leo た 4 
到 育 分 野人 も 普及 が 


進む Linux 





専用 の ディ スト 三 519』JMlmlele1t=1EKEW 1 の 斐 還っ "4 三 [25ya) 
リ ビ ュ ーション 野 で デス ク トップ 版 inux を 姓 入 ず る ケ 
を 使っ て 簡単 に 











や ぷぷ 。 還 ア を 私 いし: 看 人 THIaI0 に ーーー 
に - 還 ma mm mm 理 | 目 


目 | る 2254 半 ン 2 レ く N 6 
が 数 多く 誕生 し て いる の だ 。 


ト ck に 双 っ 吸 





PS (プレ イス テー ショ ン ) は PS ら の 時 代 か ら Linu 
の イン ヌ ト ー ル に 対応 。 PS3③ で は 専用 の ディ スト リロ ュ ョ 
2 ヨ ョ ラ ア も あり イン スト ー ル が 格段 に ラク に な っ て し 雇 旨 


代 導 (の ゲー ム 機 が = 
Linux マン ン に 変身 ! IPA( 人 報 理 
PLAYSTATION3( ビ LimUX を oe 


の 月 国 Ia10 じ を アパ ペ 


イン スト ドトール で きる ! を 実験 


Linux は 一 部 の マニ アッ ク な 人 だ けが 利用 する 三味 ] | ーー ここ 


DS。 と いっ た イメ ー ジ は 昔 の も の 。 デ ィ ス トリ ビ . 菩 クト ッ プ で 、 は じ め て で も “ 一 計 人 され る 100 ド 
使い や あく な っ て いる 。 ・ " 二男 | ル PC も 、OS に は 


ュー ショ ン の 発達 で イン ス トー ル や 操作 が 箇 間 に 生還 SS ー 、 呈 半 生 1 を 使用 する 。 
な り 、 は じ め て パソ コン を 触る よう な 人 に も お す 』 

すめ で きる よう に な っ て き た 。 ま た 、 携 帯電 話 や 

モバ イル 機器 な ど 、 パ ソコ ン 以 外 の 生活 の 場 に も 

入り 込ん で き て お り 、 今 後 も Linux が 発展 し て い 

く こ と は 間違い な い だ ろ う 。 
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Basic Knowledee 


時 0 基礎 | 知 
Je 還 
ム 、 ソル 回 


WISUla0kJK4Ne】 コ ルト 《/ プ コ Cent つ 5 一 _ Ubuntu KNOPPIX 


8 Red Hat Emterprmse Linux 
を イン スト ー ル し て LinuX TuTDOlinU yalauy Dog 1 Lnme 旧 Lindows) 図 
ユー ザー に な る な ン ) ゃ 男 9 ト .4 Vnne Linu 0 8 9 と 8 
| inMiD Depian GNU/Limux 






り 6unte/KNOPPIX 
上 
始ま っ た 








の 誕生 か ら 簡 単 な 歴 史 、 キヨ 19S69)63| 時 ッ 
2 リン を だ コン レズ リル | こい ーー 
お ま か な 系 統 あ た り は 知っ て 「 8 


こそ 人 エン ルン だ 
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向 UNIX ラ イク の OS を 目指 し て 個人 が 開発 を は じ め た Linux 


80O 年 代 、Linux の 登場 以前 、 大 学 や の だ 。Linux は オー プン ソー ス と し て 誰 
企業 で 使わ れる ワー クス テー シ ョ ン の で も 開発 で き る 状態 に な り 、 リ ー ナ ス 
0S と し て 「UNIX| と いう 0S が 使わ 。 を 中 心 に 多く の プロ グラ マー の 手 に よ BR が 二 
れ て いた 。 し が し 、UNX の ライ セン スズ っ て 開発 が 進め られ て いる の だ 。 1987 年 JAEA AE 
料 は 高い た め 、 邊 INI じ る と 4m に ニッ クア 8 Pr ドリ ュー・ タネ ン バ パ ウム が 互換 0S | Minix」 を 開発 。 
[Minix| と いう 0S が 開発 され た 。 
三 | に EE 全 あ の ビ コ ニ ゴ ル spp7/= リ ニョ 
ス ・ ト ー バ ルズ は 、MIink を 実用 的 な も 
の に し よう と 提案 し た が 、 開 発 者 に は 
断 呈 ル 0G し まう そそ ざ で ぐ で りり 三 カス が 
イチ か ら UNIX ラ イク な 08 を 開発 し 、 
自分 の 名 前 を 取っ て 「Linux」 と 名 付 
け 、 イ ンタ ーネット News に 公開 し た 


1991 年 上 当時 大 学生 だ っ た リー ナス ・- ト ー バ ルズ な ど が Minix 
を 実用 レベ ル に し よう と 提示 。 し か し 、 ア ンド リュ 

ー・ タ ネン バウ ム は あく まで 教育 用 と 主張 し た た め 、 

語ら no イチ か ら 新 し い OS 「Linux」 を 開発 し て リリ ー ス 。 

親 、 リ ー ナ ス ・ ト 

ー バ ルズ 。Linux 1991 年 以後 Linuk の ソー スコ ー ド は オー プン ソー スズ ス と し て 公開 さ 


ー ユー ザー に は 神 れ 、 多 く の プ ログ ラマ の 手 に よっ て 改良 。 現在 に 至る 。 
|! の よう な 存在 。 
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3 一般 ユ ー ザ ー が Linux を 使う た め に は ディ スト リピ ビュ ーション が 必要 


giF4【S 還 al し fo の Tp が cl 目 目 | : ョ に ニレ. 


ル 」 と いう 基本 機能 の こと を 指し 、 エ レー アァ 4 | ニモ ピ ニン ニク 
ンド ユー ザー が 利用 す る た め に は 、 ソ - 
パイ ラ や ファ イル 操作 な どの アプ リ ケ ー ピ レム: レル レン スン バ コ US 
ーション 、 文字 を 表示 9 記 ラ | 男 |al94ESWINID: る = アァ 月 に 2 コア / 
ji の は > まっ 証 邊 CINII 時 コム 
nx 人 還 生 E て URI 
ニニ 基本 機能 、 無料 で 利用 で きる 。 た だ し 、 デ 
動 的 に 行い 、 ア プリ ケー ショ ン を 提供 = に _ 
ハー ドウ ェ ア ィ ス トリ ビュ ーション の 中 に は 
する 「 デ ィ ス トリ ピュ ーション 」 か が 必 と アン デレ ムン 4 


サポ ー ト な ど が 付い た 商用 の パ 
ッ ケ ー ジ も あり 、 そ の 場合 は 料 
金 を 支払 う 必 要 が ある の だ 。 


月 どか な る ティ ス ド リ ピコ ヨー シ ョ ン [ に 
は 数 多く の 種類 が ある の で 、67Z ペ ー ジ 
以降 を 参考 に し て ほし い 。 





MEYe0 に 参 、46 コ 年 を EN を 46 に 3 Ear ムシ < 





Linux 以外 で UN 区 ライ ク な 0S と し て 有名 な と ジン IMEtC@ に 人 だ = に タンメン ル 全 ン 
ころ で は 、MacOS X が ある 。 MacOS X は リ クベ の 操作 も で きる 。 コ マン ド は 
「Drwinl: と いう オー プン ソー ス DS を ベー ス に し 構 の ac 
て お り 、 安 定性 は 高い 。Linux と は 同じ UNNX ラ イ 
ク の た め 、 デ ィ レ クト リ の 構成 や コマ ンド は 非常 て の と 
に 似 て いる 。 そ の た め 、Mac ユ ー ザ ー は Windows 内 ト 昌 
ユー ザー に 比べ る と 比較 的 わか り や すく Linux の の た 
世界 に 入れ る は ず だ 。 5 レ 如 
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オー プン ソー スズ で 発展 し た 主要 系 続 の ひと つ 
RPM (Red Hat) 系 


画 RPM(FHed Hat) 系 は 、「 レ ッ ド ハ ッ ト 」 と いう 会 
元々 は 社 の 手 に より 「FHed Hat Linuk」 と いう 名 前 で リリ 
ー ス され て いた ディ スト リピ ビュ ーション 。 日 本 で は 「 赤帽 」 と 呼び 
名 で 親しま れ て いた 。 Hed Hat Lnux の 特徴 は 無料 で 利用 で き 、 
レッ ド バ ハッ トド ト に よる 有償 サポ ー ト も 受け られ る こ と が 特徴 だ っ た 。 
RPM(Red Hat Package Manager) と いう の は 、 パッケ ー ジ 管 
理 シ ステ ム の 名 前 で 、 自 分 で コン パイ ル を し な く て も アプ リ ケ ー シ 
ョ ン の イン ス トー ル が で き 、 削除 や アッ プ デー ト も 簡単 と いう 画 期 
的 な も の で あ る 。 最終 的 な バー ジョ ン は 8。 
Red Hat Linuk は 、 レ ッ ド バット か ら 「Fedora 
NGGUI 還 UN の アッ ョ ジョ エク ド に 杉 信 クコ ニッ ン ノン / 
ー ス で 開発 され 、 名 称 も 「Fedora (リリ ー ス 6 まで は Fedora Core)」 
と な っ た 。 レッド ハッ ト は 、Fedora を ベー ス に サポ ー ト 付き の 
「RHedHat Enterprse Linux| を 提供 し て いる 。 現 在 の Red Hat 系 
の ディ スト リ ビ ュ ーション は 、Fedara が ベー ス 。 な お 、 パ ッ ケ ーー 
ジ 菅 理 シ アス テム は HPM を ベー ス に 「 yum」 と 進化 し て いる 。 








庄 新 的 な パッ ケー ジ 管 理 で 人 気 


lpTe】 に EE 


還 Debian は 世界 中 の ボ ポラン ティア の 集まり に より 
元 は 。 ]gg3 年 か ら は じ ま っ た プロジェク ト で 、 日 本 人 の 
開発 者 も 参加 し て いる 。APT と いう パッ ケー ジ 管 理 シ ステ ム を 持 
ち 、 イ ンス トー ル か ら ア ッ プ デー ト 、 さ ら に は 依存 関係 に ある アプ 
リ り の イン スト ー ル まで 行っ て くれ る の が 特徴 だ 。 


人 [='e1F= ml クア ルン ピー すま に ー ト アメ ー h ど クン りあ 呈し: コー オニ 
侵入 度 で 定期 的 に 行わ れる 。 安 定性 は 高い が 、 最 新 
アプ リ の 対応 が 遅い の が デメ リッ ト 。 Ubuntu を は じ め 、KINOPPXX 


な ど Debgn を ベー ス に し た ディ スト リピ ュー ショ ン も 多く 、RHPM 
系 と 人 気 を 二分 し て いる 状態 と な っ て いる 。 


Linux 初期 に 登場 し た マイ ナー 系 統 
に 】 E【 た | に よ 


元々 は SlackWare は 1982 年 か ら 5 はじ まっ た プロ ジェ ク 
エマ GE EROD'G の の 5 02 RU ニン ヨン 
国産 PC で ある FM TOWNS 版 も あり 人 人 気 が あ っ た 。 
現在 も 開発 は 続い て いる が 、RPM ・Debpian と 比 
現在 は 較 す る と 一 部 の コア な ユー ザー 向 け 。 一 方 で 日 本 人 
が 開発 し て いる 「Plamo Lnuk」 と いう パッ ケー ジ も ある 。 





Linux に お いて 敷居 が 高い の が アプ リ の イン スト 
寺本 この 、 バツ ケージ 管理 シス テム の 進歩 で 
Windows 並 み に 簡 単に な つっ た 。 パ ッ ケ ー ジ 管理 シ 
ステ ム は 、RPM 系 の 「yum(RPM)」 と Debian 系 
の 「APT」 の ら 種 類 が 主流 。yurm は 、RHPM を ベ べ 
ー ス に 依存 ファ イル の イン スト ー ル を 簡単 に し た 
APT に 似 た シス テム 。 一 方 、Debign に は 、RHPM 
に 似 て いる 「dpkgl と いう 管理 レス テム が ある 。 





現在 な お 中 心 に 概要 を 紹介 し よう 。 


RPM (Redihat) 系 





捉 - 


CentOS 貞 










bgD 人 IIUUIb< さ 
tmrimlimun 


ME 証 間 二 記 っ 


Linux MLD 


DIEUUMII 


17@N(0) り り b6 


Linspire 


| 旧 Lindows) ュー 


Plamo Linux 


Yellow Dog Linux 
用 と し て 開発 され た 
RPM ベー ス の パッ 
2 ニン 四 提 ンス 
ム 。 


Fedora Red Hat Enterprise Linux 』 





Yellow Dog Linux 島 。 貞 
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ヒコ ッ と の くり | セロ ョ ンー ピス ルン た に ルー ゴル い 


Linuk に は 無数 の ディ スト リ ビ ュ ーション が 存在 する が 、 お お ま か に 
[HPM(Red Hat)」「Debian| 「Slackware」 の 3 つの 系 統 に 分 類する こと が 
で き 、 そ れ ぞ れ 個 性 が 異な っ て いる の だ 。 多く の ユー ザー を 獲得 し 、 


も 発展 し て いる 系 続 も あれ ば 、 一 部 の マニ アッ ク な ユー ザー に の み 使 われ て い 
る マイ ナー な 系 統 も ある 。 そこ で 、 衝 ディス トリ ピュ ーション の 過去 と 現在 を 











較 田 中 交 さ 198 古 人 


スト 司 衣 浴 二 
新 が 非常 に 簡単 な 


パッ ケージ 管理 シ 


較 ス デ ョ 内 
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Distribunons of Linux 目 分 に ピッ タ リ の 


E 王 : 革 3 、」 Wooap 
ディ スト リピ ビュ ーション > 


了 ディ ス トリビュー ショ 
クラ フ の 見 方 ン の 特徴 を ら つ の 項目 で 
解析 。 機能 性 は 、 機 能 
豊富 さ 新 し さ 、 扱 いや す 
さ は 操作 、 各 種 設 定 の 手 
軽 べ ご 、 サ ポー トド ト は セキ ュ 
リティ サポ ー ト の 期間 、 
本 誌 お すす め の Ubuntu 以外 に も 、 数 多く 存 / リリ ー ス は リリ ー ス 間隔 
キネ 有 っ 】】 目 1 し セー 2 リト セコ ンス - レス コピ 、 Co 4 
て みた いと いう 人 の た め に 、 主要 な ディ スト | 症 還 生 還 還 還 ジュ ンー テテ ンス の 
リ ビ ュ ーション の 特徴 を 紹介 し よう ! 語 夫 













※ 最 新版 の リリ ー ス は 、2007 年 11 月 下旬 現在 


1LJ 国選 人 守 誠 イ 有 74 ト | ビ ュー ジン コ リク Thelastesit fuinction 








人 っ つっ っ EE キー EE 記 本 を 7jF54kca の ko1ESuk:7425 が pt 破 信 | 
国 ] - 上 ie イー スズ の ティス トリ ビュ ーション 。 半生 _. 且 寺 人 
テー の 26 程度 で 新しい バー ジョ ン が リリ ー ス 還 証 上 に 各 中 当 
Fa さざれ る 。 最新 版 の ソフ ト を 多用 する 
た め 、 不 具合 が 生じ る 場合 も ある 。 < 。 > 和 請 
ーー 洗練 され た イン スト ー ラ Id 





マン シン の 状態 を チェ ッ ク 


fedora 全 


| 
、 


Windows に 似 た シス 
テム モニ タ を 持ち 、 シ 





Fedora の デス クト ッ プ 。 GNOME ベー ス で 完全 日 本 語 化 さ れ た イン スト ー ラ が 、 自動 的 に ステ ム の 状態 が 一 目 
Windows や Mac に 近い 直感 的 な 操作 が 可能 。 最適 な 状態 で イン スト ーー ル さ れる 。 瞭 然 な の が 特長 。 





/ アク ーー ジ 9 ンド ヤ APT で http ソ /www.debiaror.jD/ 
ア 有 ラ / | リ の 管 理 が 簡単 Easy Software Management 


記 1 分 f=】e][=laIE ミ 7 本 較 に E:: セ = mllp 下 
村民 着 孤 リ リーズ 才 呈 本 と いう サイ クル で 
開発 され て お り 、 動 作 の 安定 信 が 高 
い 。 一 方 で 、 最 新 の 機能 は 盛り 込ま 
れ な いと いう デメ リッ ト も ある 。 





0.074: ゴ 9 三箇 『4 ピ | 
バー ジョ ン 4.0r1( Etch) 









豊富 な アプ リケーション “ 
ェ ドー キー cs Windows と の 連携 も 簡単 








LET EE 


bk、2 ア レキ ーー 2 。 人 人 錠 | 
メン テ ナ ン ス る も 科 mm 1 LITEI Alale【 の た 全 っ 全 ジ タン ガオ < 
: EE の 連携 も 取れ る 、 


票 準 で は GNOME ベー ス の デス クト ッ プ を 採 初期 状態 で 登録 され て いる アプ リケーション ee ETLll と ニン さ ハ ア / 








請う の 量 が た い へ ん 充実 し て いる 。 ァイル 共有 。 


69 Linuxa00% 








CD/DVD か ら 和 人 
CD/DVD か ら 楽 々 起動 LPCCage OS 


画 最 新版 リリ ー ズ ス 
0072: 放 と = 
バー ジョ ン 5.1.1 


OS が 起動 し な いと き の “ 
救出 ツー ル と し て も 活用 ! ョ 


ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル せ ず 、 遇 請 本 " 。 「 
BI ejp『 Pk に みっ と ピン りこ に モコ 
ショ ン 。Windows な ど が 起動 し な いと き CD 版 と DVD 版 で 異な る が 、 は じ め か ら 豊 富 
の ファ イル 救出 ツー ル に も 利用 で きる 。 ーー 002 の ニョ BRNIUNGIUY る の 





中 li 
| | 
1] 商 品 略 自 








Windows な ど 別 の 環境 が 入っ て 
いて も 起動 で きる KNOPPIX。 
寺 ス ク ド ッ ツア は 3D デ ラス クト 
ッ プ の 「 Beryl」 を 採用 。 


日 本 語 デ ィ ス トリ ビュ ーション 1*meree 








rt リリ ピン < - om Rn 
00 人 4: ゴ 024 ミ 4 
ピラ ン た ラン ダン 和 | 


リリ ー ス 間隔 は 長い が 。 デニ 
安定 性 は 抜群 


ソフ ト は 古 め だ が 、 安 定 志向 の ディ ス 
トド トリ ビュ ーション で 、 細 部 まで 日 本 語 化 
され て いる 。 イ ンス トー ル が 簡単 で 初心 
mllp ま 王 う 4 52ESKGI の と ドリ つの 





古 ンス トー ル の わか 尊 還 軸 間 OOIIS 
プク ラス 。 非 常に 細か い 部 分 まで 日 本 語 化 さ 
れ て いる 。 


peElalEki 二 GNUO の | ンド 
ッ プ を 採用 する Vine の デス ク 
トッ プ 。 


Red Hat Enterprise Linux 互換 の 
無 桂 デ ィ イス トリ ビュ ーション ME 


| リリ ロレ 4 
60607 ニギ 三国 アピ 
バ パーン ョ シク 50) 


Fedora 商 用 版 ク ロー ン 

長期 サポ ー ト が 有 魅 に 
=】e er= iii 細目 = に je 関 に | 環 当 m1(=l el!= s 

Linux (RHEL)」 の 商用 パッ ケー ジ を 除 

いた 部 分 の ク ロー ン 。 サ ポー ト 期 間 が 非 ファ イル の 配置 等 に 関し て も Fedora や RHFL 

癌 に 長く 設定 され 、 長 期 の 利用 も 安心 だ 。 と 同等 。 


栓 


二 寺 識 | アプ! ーー③ ヽ 
CenETT5 部 商用 アプ リケーション を 除 
己 き 、RHEL と 同じ 機能 を 持つ 。 
細 デス クト ッ プ の 項目 も 同じ 。 








機能 性 





リリース 還 議 みき NB 





DSUU7 伸 目 ) 





| 本 本 


| 恒 定 ll 


HI 較 1 HB 較  B . 





cl0 還 シ テア ん と た と も だ ンー アル セン シ 9 瑞 | ァイル 双 朱 表示 節 末 2200 ムル 
が 当たり 前 と な っ た Linux で も 、 最低 限 の コ WriterBmriter- desktnn: 生 sudn 縛 伯 計 usBr1 
マン ド は 知っ て お きた い 。 そこ で 、 使う 機会 | sudn | pagsgWnrd Tanr writer: 自 

の 多い コマ ンド を 実践 例 と 共に 紹介 し よう ! 


Linux コマ ン ド は NL 端 木 が ら 実 行 T9 る Basic+Practice17 


デス クト ッ プ 版 の Ubuntu で コマ メニ ュー か ら 端末 選択 NO 端末 の 起動 


ンド 入力 を する 場合 、GNODME 端 末 ー 
と 呼ば れる コマ ンド 入力 用 の ウイ ン 
ドウ を 起動 する 。GNOME 端 末 で は 
「 ユー ザー 名 @ マ シン 」 の 名 前 の あ 
と に 「 晶 | が 表示 され 、 そ の 後ろ に 





ファ イル 仕 ) 連 集 E 到 (V) コマ ン 


Ubuntu の メニ ュー か 電電 お ag 放 bnme 3 2 
JI② 記 示 7 


クッ ル レーニン 





カー ソル が 点滅 する の で 、 コ マン ド 1 ゴゴ アク セ サ リ 」 端 ー か ら 文字 の 大 き さ を 
は その あと に 入力 し よう 。 末 」 を 選択 する 。 変え る こと も 可能 だ 。 

ンド の 入力 方 法 - 

Linux コ マン ド の 4 Basic 圭 Practicel7 


管理 者 裕 限 て 実行 する 


WTIEET 奄 WW Ubuntu は root 管理 者 ) ユ ー 


ザー が いな い の で 、 管 理 者 
2 _ 編集 (E)_ 表 ポ 記 、 虹 四 」 権限 で 実行 する と き は 、 コ マ 


コマ ドキ oo 


や ファ イル 名 な ど が 必要 な と き ENGG33 passmord for mri て 、 半角 スペ ー ス で 区 切っ て 


コマ ンド 入力 は 、 コ マン ド 、 オプ 締 常 の 入力 方 法 


ショ ン 、 目 的 の ファ イ ル な ど を 半角 
スペ ー ス で 区 切っ て 入力 し 、Enter 
キー を 押し て は じ め て 実行 され る 。 
また 、 管 理 者 権限 で 実行 し た いと き 











は 、 最初 に |sugdo」 と 半角 スペ ー 
ス を 付け よう 。 そ の 場合 は 、 前 に パ 
スワ ー ド 入力 が 呪 要 記 





は 、 半角 スペ ー ス で 区 切る 。 
最後 に Enter キ ー を 押し て 、 は 
じ め て コマ ンド は 実行 され る 。 





か ら 、 通常 の コマ ンド を 入力 
する 。 パ スワ ー ド 入力 後 、 コ 
マン ド は 実行 され る 。 


コマ ンド 入力 時 に 覚え て お く と 便利 な テク ニッ ク が ある 。 まずは 、 カ ー ソ ル の 上 下 に よる コマ ンド の 履歴 呼び 出し 。 複雑 な コマ ンド を 間違え て 入力 し た と き 
も 履歴 を 呼び 出し 、 一 部 だ け 修 正 し て 再 実行 で きる 。 ま た だ た 、 入 力 補 完 を し て くれ る TAB キー も 便利 だ 。 


ctrl+C 702 フン ンド 2 


1 ! キー 履歴 呼び 出し TAB キー で 入力 補完 
ウル の ルン セン シン ジョ アンド 


| カー ソル の 1 キー 敵 馬 gm 議 明和 を 入力 する と き 、 最 


を 押し て いく と 、 今 に il 二 四 計 初 の 一 部 だ け 入 力 し て 
ま G2N2j/ こ 時 こ で [tab| 自信 ic み 較 三 | 
本 還 3 遇 病 に 語 本 時 議 説 ンド の 履歴 が 順番 キー を 地 す 的 に 入力 を 補完 し て くれ 
信 表 示さ れる ! る 。 例 えば me」 と 打っ 
の 月 
9 能 s 複雑 な コマ 1 EL 「 llce|EIPGLV の ウル ルル の ルク 【 5 

ンド を 何 度 も 入力 が あれ ば 、 me」+TAB 主人 で 作業 を 実行 し て 中断 し た いと き は 、 
し た いと き に 便利 。 で media」 と な る の だ 。 。 入力 待ち を 中 止 する と き は 、 ctr+D だ 。 







EL IE 還 II 記 

















7 0 Limux00% 








GUI は 、 ま っ たく 知識 が な く て 
も ある 程度 は 使い こなせ て し まう 
が 、 コ マン ド 入力 の 場合 は 前 も っ 
て どの よう な コマ ンド が ある か を 
DINAMN 提 人 ld の 06 
SaUV 還 OU コン ノン ト 人 
要する 操作 に 慣れ て お け ば 、GUI 
と 比較 し て も 早い スピ ー ド で 作業 
が 実行 で きる の だ 。 ま た 、Linux 
の GUI 化 が 進ん だ と は いえ 、 す べ 
て の 作業 が 行え る わけ で は な く 、 
コマ ンド を 実行 する 機会 は 多い 。 
その た め に あら かじ め 慣 れ 親 し ん 
で お く こ と は 必要 と な る 。 

今回 紹介 し て いる コマ ンド は 
Linux の 膨大 な コマ ンド の 中 で も 
< く 二 導 生 し の か あ べべ < 旭 生 に 
利用 する 機会 が 多い コマ ンド だ け 
に 、 こ ん な コマ ンド が ある と いう 
程度 で も よい の で 頭 の 中 に 入れ て 
お さこ いこ の 2 まま 人 
に 端末 か ら コ マン ド を 入力 し て 、 
動作 を 試し て みよ う 。 





| ティ レク トリ 内 に ある 








$ls -| 

合計 5 

dwrxr-xr-x10 useruser 2007-11-12 12:0O data 

dwixrXrX 90 useruser 2007-11-10 13:12 

data2 -> data/oM 

dwrxrxr<x 1 useruser2007-11-12 13:12 Hmb 

dwrxr<xr<x 15 usSeruSer 2007-11 -12 13:12 

pho to.jp9 

4 の 4 の. る 誠に < に) あ 2 ス 00 に 0 し ロレ Z 負 に 折 じ 才 0 に] 
ファ イル 名 と ディ レク トリ 数 、 中 に ある ファ イル 一 
覧 が 表示 され る 。 最 初 の 文字 列 は 書き 込み 、 読 み 込 





ファ イル を 和 全部 見 た い ! 





み 、 実 行 な ど ファ イル の 権限 。 数字 は ファ イル サイ 
ズ 。「userl の 部 分 は オー ナー、 グル ー プ 日 付 は 
更新 され た 日 付 。 


ミル aiE9 yp7/ の To) 
テ 人 ルク トリ に いる の が 知り た い ! 





0 





$pwd 
ル nomeAuser 


相対 的 に ディ レク トリ の 移動 を する と き や フ ァイル 
表示 する と き に ディ レク トリ の 位置 は 必須 。 必 ず 覚 
え q お きた い 。 





() ) ほか の ディ レク トリ へ 


| 移動 し た い ! 





「mgamn ロ .txt」 と いう ろ 空 ファ イル を 作成 すす 大 。 
「mgrriQ.trt」 が 存在 し た ら 、 フ ェ イ ル 軌 作成 K 油 が 
現在 本 時 至 に 狼 。 


NT 7 ん 194U AV / 


「 ん awww」 と いう フォ ル ダ に 絶対 パス に よる 移動 
し た 例 。 ディレク トリ の 移動 の 方 法 に は 現在 地 を 中 
心 に 移動 する 相対 パス と 、 ど の 位置 か ら も 関係 な い 
絶対 パス に よ る 方 法 が ある の だ 。 


4 ファ イル ・ デ ィ レ クト リ 
りり 表 2 当 晴 選 下 1 





Ye 和 mr:ll【:a 関 (Ell【 ニ アン 


「name1 」 と ファ イル を 「name ら 8」 と いう ファ イル 
名 で コピ ー を 作成 。 コ マン ド が 「mv」 な ら 「name 1」 
ファ イル は 消え る 。 違う ディ レク トリ に コピ ー を 作 
成す る と き は 、「/home/name2l の よう に ディ レ 
クト リ の パオ G 但 寺 @ 書 大 上 層 介 旨 


eoe@e@e@eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeehlsuaOe:e ぁ leeeeee 


ファ イル ・ デ ィ レ クト ドリ 
を 削 隊 し た い 


05 








$mm -rf temp 


temp と いう フォ ル ダ を 中身 ご と すべ て 削除 する 。 
temp が ファ イル な ら 、 単純 に Irm temp」 で 0K だ 。 


() HDD 内 すべ て か がら 
ファ イル を 検索 し た い 











$find mome -name " 穫 est" 


LC に た 3 月 919 
0 に に 1 中 ゆい 


「/homel」 以 下 に ある 「test」 と いう 文字 列 を 含む お フ 





ァイル を 一 覧 表示 する 。「test.jpgg と 決め 打ち で 検 
索 す る な ら ば 、「“"」 と 「*] は 不要 。 


Linux の コマ ンド 入力 で や っ か いな の は 、 オ アプ 
ショ ン が 豊富 に 用 意 さ れ て いる こと 。 ど の コマ ン 
ド に どの オプ ショ ン が ある と いう こと を 完璧 に 覚 
えて いる 人 は 生 縛 0NBIISEEGEE 還 Eu 5 
Linux 標準 の マニ ュ ア ルコ マン ド で ある man」 を 
使 お う 。「 man コマ ンド 名 」 を 実行 すれ ば 、 コ マ 
ンド の 表記 方 法 医 ら 詳し い 内 容 まで 表 洒 軸 (K れ 
る 4007 


Ubuntu に は 標準 で telnet サー バ が 入っ て いな い 
の CGC ほか が の パソ ノ ョ ン が から lelnetlsa< ア クセス で 
- 時 5 に と た 隊 江 1ETOit2 ム ンー 
ジ ・ マ ネー ジャ 」 か ら 「 teInetd」 を イン スト ー ル 
博昭 IEEEN プイ の 由 訓 | ssh」 
6 ンス バ ド ニル GoSh ク 20 シリ 2 ンド の ルン 
(2 の at IA 


@e@ ら @ ら @@⑨@ limux000k eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee@( 





空 の アァ イル ・ 


I/ 


ティ レク トリ を 作り た い 





$to uch memo.txt 


ァイル を 作成 する 。 


[memo.txt」 と いう 空 フ 
こら 、 フ ァイル の 作成 時 間 が 


[memo.txt」 が 存在 し た 
現在 の 時 刻 に な る 。 


IS テキ ズ スト ファ イル の 
2 の /a の 





$catmemo.txt 
aaaaa 
bb bbb 
(ロウ の 


Cat コマ ンド を 実行 する と 、 フ ァイル の 中 身 が 一 気 
に 表示 され る 。 コ マン ド の 最後 に 半角 スペ ー ス を 開 
け て 「:more」 を 付け る と 、 自 分 で スク ロー ル で きる 
よう に な る 。 





マニ ュ ア ル の 内 容 は すべ て 英語 だ が 、 記 述 方 法 を 調 


べ る 程度 な ら ば 十分 に 役に立つ 。 


Ubuntu の メニ ュ オ シス テム 」 ゴ シス テム 管理 」 す Syn 
aptic パ ッ ケ ー ジ : マネ ー ジ ャ 」 か 9 telInetd」 を 入れ て お く 。 





FE と の クム ツウ 
人生 を 知 o た い 


$df -h 

Filesystem サイ ズ 使用 残り 使用 %% マウ ント 位置 
JeVsda1 9.4G2.3G6.7G2596 / 

vairun 125M 220K125M 196 ん arun 

varlock 125M 0 125M 09%6 ん alock 

udev 125M 48K 125M 196。 /dev 

devshm 125M 0 125M 096 eVshm 

Irn 125M 34M 92M 2896 /iib/m odules/2.6.22- 

14-genenc ん olatle 
標準 の まま 「d 呈 | と する と バイ ト 表 示 に な り 桁 数 が 多 
くわ か り に くい 。「-h] と 付け る と 、 最 適 な 単位 で 表 
示 ぶし て くれ る 。 


| = だ コウ 古 に ニッ ニコ 
パス ワー ド を 変更 し た い 


$passwd 

Changing baSSword for user. 

現在 の UNIX パ スワ ー ド : 

新しい UNIX パ スワ ー ド を 入力 し て くだ さい : 
新しい UNIX パ スワ ー ド を 再 入 力 し て くだ さい : 
passSwd: パス ワー ド は 正しく 更新 され まし た 


バス ワー ド 上 自体 は 表示 され な い が 、 現 在 の パス ワー 
ド と 新しい パス ワー ド を 入力 し て 変更 す る 。 


| 復 人 数 人 で 使う の で 新しい 
ユー ザー を 追加 し た い 


$sudo useradd yamada 

[sudo] password foruser 
仮に 管理 者 権限 で 「yamada] と いう ユー ザー を 作 
成 。 最初 は パス ワー ド が な い の で 、 パ スワ ー ド を 設 


定 し た いと き は 「sudo passwd yamada」 を 実行 
すれ ば ぱ ば よい 。 コッ だ ゴク] | 5EBSi= ge =】 目 際 


























| 取 巡 由 グ イン した コー ザー の 
ルク 4 7 店 下 





JE で 

yamada ptSO Mon Nov14 

00E3U0RU2 天 (0R05)| 

yamada せ ty1 

23:58 - 00:12 (00:14) 
どの ユー ザー が 、 何 時 か ら 何 時 まで ログ イン し て い 
た か が わか る 。 不正 な アク セス が な いか が チェッ ク し 
た いと き に も 有効 な コマ ンド だ 。 


| EHP ウル ョ ウル ン / ん YYG 
YY リレー ッ ャ ルク 4 57/a の) 


Mon Nov 13 





$to b 

to b - 21:29:55 up 2:29, 2 users, load avVerade: 
0.00, 0.00, 0.00 

Tasks: 128 Da 3 は running, 122 sleeping, 2 
Stob bed, 1 zombie 

Cpu6): 0.096us, 0.79osy, 0.096ni, 99.096id, 
0.09%wa, 0.096hi, 0.396si 0.096st 

Mem: 255944kK total 248324k used , 7620k free, 
3472K buffers 

Swap: 489940k total 34788k used, 4551 52k 
free, 86772k cached 


PID USER PR NI VIRT RES SHR S 9%%C PU 
9oMEM TIM EL COMMAND 
5322 root15 0 42064 16m 6840 S 0.7 6.6 
0:30.86 Xorg 
6012 yamagdja15079080 17m 11m R 0.3 7.0 
0:01.07 gnome-terminal 
6072 yamgja1502368 1168 876 R 0.30.5 
0:00.03 topb 
1 root18 0 2952 1856 532 S 0.0 07 0:01.46 in 
2root10 -50008S0.0 0.0 000.02 kthnreadd 
Ko 還っ まま 800 まこ 10R0OE0ROE0HODORODUI ICE7A リ 
4 root34 19000S0.0 0.0 0:00.00 ksoftgrqd/0 
to 当 reei 中 に 還っ 肖 0 見 0 見 0 まこ 30 有 OBO 有 REOE0HOU0ROU0AU/2IOIT6Ee PA 
6root10 -5000S0.0 0.0 000.03 events 
7root10 -5000S0.00.0 000.02 khelper 
26root10 -5000S0.00.0000.07 kblockd/0 
27 root20 -5000S0.00.0 000.00 kacpid 
レズ > 拓 (0 て 0) サス 0 まっ まま 0 ま 0 まこ 0R0EOROE0LU0RUO) 
kacpi_no Hfy 
に eo) 邊 0 CS0LOEO ま こま REOROE010D0EOG 較 で [16| 
top コ マン ド を 実行 し た の が 上 記 の 画面 だ 。 2O 行 
目 か ら の リ スト が 、 現 在 動 いて いる プロ セス 。3 行 
目 に 並ん で いる 数 字 は 「PID (プロ セス ID)」 と 呼ば 











れる で 、「kill [PID]] と コマ ンド する こと で 強制 


終了 が で きる 。 





14 ロー カル IP アド レス を 
ロジ ルク 4 7/a 1 


$ifconfig 

ethO Link encap:Etnemet HWeaddr 
000H0L の HH は 0 日 コ 
inetaddr192.168.100116 
Bcast192.168.100.255 Mask:255 255.255.0 
inet6 addr fe80::20c:29ff:fec5:30e164 

に Y の Ce]91= 則 国 111 

UP BROADCAST RUNNING MULTICAST 
MTU:1500 M etmc:1 

RX packe:2 み 25 errors ひ drob bed:O 
ovVeiruns:Oframe:O 

TX packets:1480 erro rs:O dro bped :0overruns:O 
cairierO 

collisions:0txqueuelen:1000 

RX bytes1385132 (1.3 MB) TX bytes:188910 
(184.4 KB) 

Interrupt18 Base address:Ox1080 





[inet gadrl の あと に 表示 され て いる の が IP アド 
レス 。 そ の ほか が 、MTU な ど ネ ットワーク の 設定 値 
が 表示 され る 。 


15 ネッ トワ ー ク 完 の サー バ が 





皇 ぎ まぐ いる が チェ ッ ク し た い 


$ping -c 3 yahoo .com 

PING yahoo.com (66.94 .234.13) 56(84 bytesof 
data. 

64 bytes from w2.rc.vip.sScd.yahoo.com 
(66.94.234.13): icmp_seq=1 せ ヒ 52 tme=104 ms 
64 bytes from w2.rc.vip.Scd.yahoo.com 
(66.94.234.13): icmp_seq=2 せ ヒ 52 Hime=104 ms 
64 bytes from w2.rc.vip.Scd.yahoo.com 
(66.94.234.13): icmp_seq=3 せ ヒ 52 Hime=104 ms 


Web サ イト が 開け な いよ うな と き に 、 サ ー バ が 沙 
ち て いる か どう か の チェ ッ ク に 活用 する 。 送信 回 数 
は 必ず 指定 す る の が 重要 。 ホ スト 名 で は な く 、IP 
アルン を < よ 161 に る = 





16 飲 ネッ ト が ら ブ ファ イル を 
4 ED7/al の 





$wget http:/Avww.aaa.co mb b/ccctardz 
--22:03:01 -- 

httb:/Avww.aaa.co mb b/ccc.tar.dZ 

= ニッ > CCC.tar.dZ 

www.aaaa.com を DNS に 問い あわ せ て いま す .… 
202.202.202.202 

www.aaaa.com PP02.202.202202I:80 に 接続 し て 
いま す .… 接続 し まし た 。 

HTTP に よる 接続 要求 を 送信 し まし た 、 応 答 を 
待っ て いま す .… 200 OK 

長 さ : 50,599 (49K) [ap plication octet-stream] 


] 010 な トー トー キー エー トー ト [ーー ヒー トー トー 生 一 テー エー テー キー キー トー トー 生 一 トー エー テー サー トー トー トー キー エー ヒー トー 


>] 50.599 --.-K/s 


22:03:01 (1.51 M B/) - ccc.tar.gz' を 保存 し まし 
た [50599650599] 

ネッ トワ ー ク か が か ら ファ イル ダウ ン ロ ー ド す る と き 
は 、wget で 一 発 。 ダ ウン ロー ド し た ファ イル は 、 
現在 の ディ レク トリ に 保存 され る 。 httpD だ け で は 
な く 、ftp サ ー パ も DK。 


17 る 3 ネッ トワ ー ク 先 に ある 





マン シン を 吉 隔 操作 じたい 





$telnet 202.202.202.202 
Trying 202.202.202.202 .… 
Connected 202.202.202.202 
Ubuntu 7.10 


yamada-desktop Iogin: yamada 





= だ に に ふり '/9) (6 則 

yl ド クウ 二 ク 先 の く マシ ン [ に 接続 (くき だ ら ョ 三芳 三 
の の に な の の 回 の ラン の 6 あら (8 
コマ ンド で 操作 すれ ば よい 。 


ee@e@eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee@@@e@lwual0029 ぁ p @@@e@ 


表 語 。 イン スト ー ル し て すぐ 使え る 
設定 S 還 jp 徹底 紹介 
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才 ! 


Ubuntu は 数 多く の Linux デ ィ ス トリ ビュ ーション の 中 で も 、 初 心 者 に 
や さ し い 上 に Windows に 勝る と も 劣ら な い 機 能 を 備え た 万 能 Linux と し 
て 評判 だ 。 と は いえ 、 細 か な 使い 方 や 基本 設定 の や り 方 は Windows と 
は 違っ て いる 部 分 も 多い 。 言 うま で も な く 、Ubuntu を 使い こなす に は 
設定 を マス ター する こと が 必須 だ 。 基 本 的 な 設定 や 便利 な Tips を マス タ 
ー し て Ubuntu の 世界 に 飛び 込 も う ! 





ニュ ー 項 目 を 徹 許 解 


「Linuk」 と いう 単語 を みた だ け で 、 コ マン ド を 覚え な いと 使い こなせ な そこ で Ubuntu の 設定 を し た い 場 合 は 、Windows と 同じ よう に メニ ュー が か 
い 難 し いも の と いう イメ ー ジ を 持っ て いな い だ ろ うか が ? だ が 嬉し いこ と に 、 ら 設定 項目 を 選 ぼ う 。 も ちろ ん Windows と は メニ ュー の 内 容 が 違 大 IM る 
最近 の Linuk は ほとん どの 場合 マウ ス の 操作 で 使っ た り 設 定 し た りす る こと が 、 心 配 無用 ! Ubuntu を 快適 に 使い こなす た め の 、 必 要 な 基本 設 守 を 上 央 
が で き て し まう 。 も ちろ ん 、Ubuntu も ほとん どの 場合 は マウ ス が 基本 だ 。 選 し て 紹介 する の で 衛 分 負 り に 操作 する だ け で Ubuntu が マス ターI@ き る で ぞ で 。 








Ubuntu の イン ス トー ル は 当然 日 本 語 が 








この ペー ジ を 始め る 前 に に ーー 蘭 了 間 る で 。 ハード ディ スク に イン スト ー 
間 ー 還 | 詳し る こと で サク サク 動作 する よう に た 
まず Ubuntu を イン スト ー ル し よう 』 区 ドニ 





る よう に な る の で 中 非 こ も イン スト ー ル 
し よう 。 





CD か がら 起 動 し て 手軽 に 使う こと も で きる Ubuntu だ が 、 本 格 的 に 使う の で 和 W 
あれ ば ぜひ と も HDPD に イン スト ー ル し て ほし い 。 DVD か ら 起 動 し た 場合 、 

電源 を 切る と せっ が か が く の 設定 内 容 が 消え て し まう の だ 。110 ペ ー ジ を 参考 | 

に し な が ら イ ン スト ー ル に 挑戦 し て ほし い 。 決 し て 難し く は な いう え に 、 

イン スト ー ル すれ ば Ubuntu の 魅力 を 存 分 に 味わえ る よう に な る 。 














7 4 | umuxi00% 




















Ubuntu を 使う な ら 知 っ て お きた 
Ubuntu TDS.… ソ フト 編 


Windows を セッ ト ア ッ プ し た ら 、 ま ず 最 初 に 必要 に な る の が ソフ ト の イ ツー ル が 標準 で 導入 きれ て いて 、 す ぐに 使え る 状態 に な っ て いる 。Windows 
ンス トー ル だ 。 標準 の Windows で は 圧縮 ファ イル の 解 束 や デス クト ッ プ の と 似 た よう な 機能 を 提供 する 機能 も ある が 、 ほ と ん どの 場合 は Ub 
機能 拡張 は 、 難 し い 場 合 が ある 。 だ か ら こ そ 、 フ リー ソフ ト を は じ め と する 
便利 な ツー ル を 導入 する こと に な る わけ だ 。 だ が 、Uburtu に は いろ いろ な 





INDE 。00000 0 1)1、){nt〔5 0 

a 2 の トッ ョ (0 示 胃 1 国 了 レ 223 2 に 23 _ 較 語 記 
ファ イル 検索 ツー ル を 使い こなす 82GCNLRIGRORGORCITCo P80O 

ec AE ララ ウル 2 暫 引 衣 ) RCNG28PICCOEOOCRGICCRGECCEHOSCHEHERCGCAO P8O 

・ ロ グイ ン を 自動 し て クイ ッ ク ア クセ ス ………・ P8O 

・ 書庫 マネ ー ジ ャ で 解凍 ・ 還 縮 を 行う ……………… P8 1 
・CD/DVD へ の ファ イル の 書き 込み ……………… P82 ェ ー 


回生 MMIIeIWSO ン 20UI 2 ae 
・ パ ネル を カス タマ イズ し て デス クト ッ プ を 機能 拡張 …・P83 
ディ スク の 使用 量 を 解析 する 2 1R2N2CS こ 22 ここ 2120 ピロ 83 
5 Ubuntu を マル チ ユ ー ザ ー で 使う PSRSPCBSIC2EO7GASSZCRSS223r20 い 43 ピロ 83 







コレ だ け は 知ら な ぎゃ や 困る! 
Ubuntul TIpS.…… ハ ー ド 編 


基本 的 な 設定 や 標準 ツー ル の 使い 方 を マス ター し た ら 、 忘 れ て は いけ な い 環境 に 合わ せ た 設 定 を し な けれ ば いけ な い 。 だ が 、 初 心 者 に 易しい と いう 
の が ハー ド の 設定 だ 。 Ubuntu は た くさ ん の ドラ イ バ パ を 内 蔵 し て いる の で 、 Ubuntu の 評判 き ダ テ じ ゃ な い ぞ 。 普通 の ユー ザー に 必要 な も の 
グラ フィ ッ ク ボ ー ド 以外 に は 手動 で ドラ イ バ を 入れ る ケー ス は まず 無い 。 と に 設定 が で きず 上 深 に 考え て 設計 され て いる の だ 。 ハー ド の 設定 
は いえ 、 ド ライ バ パ だ け で は ハー ド は 動い て くれ な い 。 必要 に 応じ て 、 自 分 の ば 、 一 人 前 の Ubuntu ユー ザー と い っ て も 過言 で は な い ぞ 。 4 



















NR りり ゴ 3 
・ ア ッ プ デー ト で 08S を 最新 の 状態 に ………… 


ネッ ドラ ー ク を な を 考 動 設定 ーー 
明生 ) 較 21N 阪 272ERSRGGSS3CPPCEREE 
アク ラク Jo (ント の 時 且 計 1 ーー 
0 UU シ ンク GU クン トド 生 n「T 
コク ラッ クシ リク ah の | あろ (/ (| クシ リー ル 8 
・ プ リン タ を Ubuntu で 使用 可能 に ……ー…ー… 
. 画像 解像度 の 調節 …… ポ ーー 


取り あえ すず 試し て みる な ら 
pp だ (9 リン 必 多 そ 


市 軸 の EAA ea 的 人 ろ ( 





串 伯 USUD222 (の 6 時 旧 胡 人 ら の EUD ク の ーー 中 時 っ 『 | 還 IDUIDIOI 有 5 2 (EN 
眉 厚 唐 U022U) し し の こら 厨 四 N 介 の らら ietUK2O の PB の 3 = 計 [ PC の 機種 に よっ て 多少 操作 は 違う が 、 必 








ー ゃ さ 生ま ョ | 号 会 > すず 起動 する こと が で きる は ず な の だ 。 自 
保存 する こと は で き な い が 、 使 い 心 地 を 誠 し て みた い 場 合 に は ビッ タリ だ 。 分 の PC に あっ た 方 法 で DVD か ら 起動 し 


た だ し 、 本 来 は サ クサ ク 快 適 な は ず の Ubuntu の 魅力 も 半減 し て し て し ま ' | らく 和仁 つと ディ スフレ に 
う の で 、DVD 起動 は あく まで も お 試し 用 、 と 考え て お く の が いい だ ろう 。 Ubuntu の 起動 メニ ュー が 表示 さ れる ぞ 。 














Linux100% 





9 









indows よ り も 使え る !? 
定 メ ニュ ー 超 解説 上! 


Windows 以上 の パワ ー を 秘め た Ubuntu だ が 、 基 本 的 な あれ ば 「 コレ っ て どう や れ ば いい ん だ 駐 鹿 | 夫 疑問 に 思う 
使い 方 を 知ら な い の で は まっ た く の 役立た ず だ 。 幸 い 、 初 こと も ある だ ろう 。 こ こ で は は 日常 的 に 変更 する 機会 の 多い 
心 者 に も や さ し い と 評判 な だ け あ っ て 設定 メニ ュー は わか 設定 を 紹介 する 。 サ クッ と マス ター し て 標準 設定 の Ubuntu 
りや すく 整理 され て いる 。 だ が Windows か ら の 乗り 換え で を 卒業 し 、 自 分 仕様 の Ubuntu 環境 を ゲッ ト する の だ ! 








も 迷う こと は な い 。 た だ し 、 設 定 項 目 の 中 身 を 理解 し て いな いと 意味 が 無い の で 、 こ こ で 
は 、 加 設定 項目 に つい て 詳し く 説 明 し て いく ぞ 。 特に よく 使わ れる 代表 的 な 項目 を ビック 
ジッ プ し て いく の で 、 き っ ちり 覚え て いく こと が 大 切 だ ぞ 。 


Ubuntu を 遥か に 羽 導 に 目 Ubuntu の 設定 は ひび と つの メニ ュー 項目 に まとまっ て いる の で 、 い ろ い ろ 変 更 す る と き 





















































/ グ /Anthy 辞 填 管理 
日 本 語 入力 と いえ ば 重要 な の が 変換 。 よ く 使う 単語 を 登録 し 
て 、 変 換 の 手間 を は 避 く 方 法 を 紹介 する ぞ 。 
/ ど /SCIM 入力 メソ ッ ド 設定 

Ubuntu の 日 本 語 入力 は Windows よ り も 強力 だ 。 ケ ー タイ の 
よう な 予測 変換 に も 対応 し て いる の が スゴ 








= | ③ アク セ シ ピ リティ 

| Anthy 辞書 管理 
Palm0S の デパ イス 

「 のり oo、 | 還 SCIM 入 メソ ッ ド 設定 


| 
GNOME に つい て 1) お 気に入り の アプ リ 
| 3 Ubuntu に つい て 











て ウィンド ウ 
ウイ ンド ウ の 動作 も 、 お 好み 次 第 で 変更 する こと が で きる 。 
狭い デス クト ッ プ も 広く 使う こと が で きる 。 


アク / / キ ー ボ ー ド ・ シ ョ ー ト カッ ト 

Windows で は ショ ー ト カッ トキ ー は 固定 され て い る 。 だ が 

Ubuntu な ら 自分 好み に 変更 する こと も で きる の だ 。 

eV ogiaoaiaaeiaaaea P78 
も ちろ ん 美 豚 な スク リー ン セ ー バ ー も 搭載 。 種 類 も 豊富 な の 

で 眺め て いる だ け で も 楽し め て し まう か も 








| ウィンド ウ と 





計 護 キー ボー ド 
| 較 キー ボー ド - シ ョ ー ト カッ ト の 
回 9 サウ ンド 



































/ タイ トル バー や ウイ ンド ウ の デザ イン の 変更 も 可 能 だ 。 テ 
マ を 使え ば 、 簡 単に カッ コ い い Ubuntu に な る 。 





お 気 に 入り の 画像 を デス クト ッ プ の 壁紙 に 設定 し よう 。 
画像 ゲッ ト の た め の 付属 ツー ル も 便利 だ 。 








蛋 弄 スク リー ン セ ー バ ー と 
| ml ピッ ピジョン 

| 全 尋 テー マ / 

旧記 デス クト ッ プ の 背景 の | 
用 則 デス クト ッ プ 効 果 | 
| ( 動 ネッ トワ ー ク の プロ キシ 


























[ 面 上 に 表示 され る 文字 の 表示 を 調整 する こ と も で きる 。 自 
分 の 環境 に 合わ せ て 見 や す く 設 定 し よう 。 
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Ubuntu の メニ ュー の 表示 項目 を 変更 する こと も も ちろ ん 可 
能 だ 。 自分 なり に 使い や すく 設定 し て お こう 。 


メニ ュー の 表示 形式 を 変更 


ーー き es ーー k. 要 才 1 0 還 ーー 2 こ ラ 』 同 
能 だ が 、Ubuntu の 場合 は Ubuntu 自体 の 表示 形式 まで 変更 
四 フォ ント // が 由 朋 志紀 財 MUUAMU IS 2 と ズ 字 を 表示 し 、 慣れ て 
ーー LBP 上記 條 2 用 SE 二 全 し りり 古 UU2UODNSoeSSOUUG 
メイ ン メ ニュ ー の 「 シ ステ ム 」 一 
ili シィ ュ ル | 
と 進み 、 設 定 ウ イン ドウ を 表示 し よ 























伺 マウ ス 


| 明 メイ ン メ ニュ ー / 


ョ 9 
磁 メニ ュー と ツー ル パ バー m 
( 移 ) リム ー バ ブル - デ パイ ス と メデ ィ ア : 
「 固 リモ ー ト ・ デ スウ トップ 癌 ュー 時 ee mt Fl | 


mia 村 | Fi 


| 画 画 の 解像度 
5 個人 情報 


当り ルリ ー ク ポリ の 
NOMD 表 ie の 60 で し 
ビュ ー 表 示 を 見 な が ら お 好み の 設 
定 に 変更 し よう 。 
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ケム 


高 機能 な UDunt u だ が 、 日 本 語 変 換 能力 は Windows と いい 剛 負 だ 。 残 飼 だ 決ま る 。 よく 使う 単語 を 登録 すれ ば 充分 に 快適 な 環境 を 作り 上 げ る こと が で き 
が 、 は っ きり 言っ て 高 性 能 で は な い 。 と は いえ 日 本 語 変 換 能力 は 、 単 語 登録 で 。 る ぞ 。「 一 発 で 変換 で き な い ! 」 と いう 時 に マメ に 登録 し よう 。 






































回 中 加 」 を 選択 追加 する 単語 を 入力 EMI プル ダウ ン か ら 品 詞 を 選択 

還 蘭 庫 録 進 」 こ = 表 是 蘭 品 に . を ごい だ そし 肝 

中 = を み -、g 変 仏 入 芋 * れ 中 
ス 設 コ 換 ご れ 選 あら お な 

1 所 だ の 旨 生 ほ い ほめ 

| 。 縛 一 のり em が 

ト 明 」 ッ る と ? 漢 つも 変っ 

本 陸  」 > 人 人 画 子 保 の 換 品 

よ ク ァ ル ガ 面 存 を 効 語 

うき 1 の い す 9 の 』 選 失 一 

二 る よ を ん が だ 

ク 酢 の 上 杜 ン で ア < 

し 書 ご HH 1 四 よ Fm 二 ーー に リ お MM 記 

て 賭 : 成 入 の も 

日 理 ス 当 ク ば きく < 

話し ーー ブナ 空 れ * 充 る 訟 

登 と ム き ば 分 中 





実は Ubuntu に 搭載 され て いる 日 本 語 入力 ソフ ト に は ケー タイ で 使わ れ て い で 、 キ ー ボ ー ド が 苦手 な 人 に は 特に オス ス メ だ 。 変換 候補 ウイ ンド ウ に 表示 す 
る よう な 予測 変換 機能 も 搭載 し て いる 。 少 な い 操 作 で 変換 で きる よう に な る の る 候補 の 数 も 変更 で きる の で 、 お 好み の 設定 に 変更 し よう 。 


























国 メニ ュー か ら 「Anthy」 を 選択 回 「 予 測 ] タ ブ か ら 設定 ” 加 座 人 拉 が 表示 され る _ 
mn 本 較 」 択 旨 人 Tr 休 設 
TH HLTLU TL 上 有 還 所 計 こ 入 文 間 jmT 三貴 涯 章 ] 講 聞 回 本 互 】 ヨー 文 空 
全 デス 画 1 呈 ョ 証 m。 生 証 還 下 目 昌 1 年 れ 和え 測 恋 ョ 字 変 
ー 記 - 了 ms=mmWail:m 3 FH 男 旧 H Bs て 子 ー 換 ー 1 が 更 
衝 本 ダ を 還 識 較 に 百 | L 剛 入 後 
人 適 に ブ 有 男 男 川下 本 コット 削 
委 ィ 四 を 及 中 呈 = ワ 較 
講 コ マス 6 クト に た え 
画 ミ ドー クッ た の 
な シン を ブー クッ ン 合 る 
| る ご 己 」 の は 動 こ 








き マ 喧 に つら つう MA 電 1 ーー 

1 [候補 ウイ ンド ウ 」 か ら 計 設定 が 適用 され 画面 が みや すく な っ た 
。 し | 皇 1 て 方 る か が 伺 
軒下: 月 |. 太 卓 呈 計 | 中 午 要 面 | 還 号 草 immm 還 | て で 補 回 お が * な な 補 
男 「 目 語 = 目 是 所 芋 上 民 高 に な 大 り の 
FL 1 1 EE 四 | に HI 間 」 る 表 イ 則 中 一 押 HP II う し 量 す 表 
電卓 1- に 中 に KS の の e 二 5 
Tr を 9 す ド に で 候 き 数 
LNI | iL し 了 る ウ に 、 り 左 
侯 ー 可 た 能 エ 光 ご 讃 
り 全 こ 標準 の 状 で は 10 個 の ーー 
の 2 づ 変換 候補 が 表示 され 、 か が で デー め 示 た す 
し 。 の な り 細長 い 変 換 ウ イン ド に し 表 る 
よ を ーー = 3 箇 記 設 て 示 こ て 
こ 変 一 ウ が 表示 され て し まい 、 定 も に と 

つ 。 

> 更 べ 非常 に 邪魔 に 感じる 。 し 仕 な で 











イン ドウ が 並ん で し まい 、 デ スク 


ーッ 軸 タ イト ル パ バー の "で 佑 き 上 け を 選択 半 ダブ ルク リッ ク で ワウ イン ドウ を 栓 納 





トッ プ 上 の アイ コン が 見 えな が なく な 5 実 い な ウッ ウ 移 の イ 

っ て いた り 、 必 要 な ウイ ンド ウ が II 行 次 全 ウ ク 動 表 ト 

加 W" す に ム イ を し 小 ル 

見 から 導く な っ て し まっ た だ た てこ と 0 トニ 入 た スバ 
ア ペ 

は 無い だ ろう か ? Windows で クリ の の 」 の 

は 、 ウ イン ドウ を 最小 化す る し か トーPFP PE ES 和 2 の ョ 

な い が 、Ubuntu な ら 最 小 化 以外 2 エエ エー mm p クン 台 ル 
a ユー ニー 昌 、 貞 

に も 解決 築 が 用 意 さ れ て いる 。 タ 語 の えッ ウ 可 り 

0 この 上 HP ら 左 膨 い 

イ トル バ を ダブ ルク リ ッ ク し て 、 mm Tk で 昌 加 本 計 mm 本 補う 還 軸 に 生 

ウイ ン ドウ を タイ トル バー の み の に ml*- ゃ キル マン る ずみ 択 まで 

表示 に する こと が で きる の だ 。 狭 ei 隊 だ ア る - ウ 

い デ スク トッ プ に 限ら ず 、 淀 に 便 凍り 「 導 妥 NYA0 

計 和 を ウツ を py ロープ ジ 

利 な テク ニッ ク だ ぞ 。 選 ク 選 ネプ スト 
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EE 訪 証 リョー カッ ト を 登録 


マウ ス を 使わ ず に 操作 する の に 必須 な の が ショ ー ト カッ トキ ー だ 。 だ が 、 場 Uburtu な ら 多 く の 操 作 の ショ ー トカ ッ ト キ ー を 目 分 好み に 変更 で きる 。 最 初 
合 に よっ て は と て も 押し づら い キ ー の 組み 合わ せ が 設 定 さ れ て いた りす る 。 は 無効 に な っ て いる も の も ある の で 、 い ろ い ろ 試 し て みる と いい だ ろう 。 


設定 し た い 動 作 を 選 記 婁 登録 する キー を 押す E 登録 完了 












設定 し た い 操 作 を 探し て 、「 シ ョ ー 
トカ ッ ト 」 の 部 分 を クリ ッ ク 。 濃い 
オレ ンジ 色 で 反転 表示 され 、 キ ー ボ ポ 「 キ ー ボ ー ド ・ シ ョ ー ト カッ ト 」 ウイ ンド 
ー ド で キー の 組み 合わ せ を 押す と 、 ウ の ショ ー ト カッ トキ ー 部 分 の 表示 が 変わ 
ショ ー ト カッ ト キー が 登録 され る 。 っ た ら 登 録 は 完了 だ 。 

















「 シ ステ ム 」 一 「 設 定 ] 「 キ ー ボ ー ド ・ 
ショ ー ト カッ ト 」 を 選択 し よう 。 設定 可能 
な 操作 の 一 覧 が リス ト ア ッ プ され る ぞ 。 








恒 瑞 スク リー ン セ ー バ パー 






Ubuntu に は 、 単 純 な も の か ら 3③D グ ラフ ィ ッ ク を 駆使 し た も の まで 、 と て も し た り 、 ス クリ ー ン シン セー パー か ら 復 帰す る 際 に パス ワー ド を 入力 し な け れ ば い 
た くさ ん の スク リー ン セ ー パー が 搭載 され て いる 。 起動 まで の 待ち 時 間 を 設定 け な い よう に 設定 も 可能 だ 。PC の 用 途 に 合わ せ て 最適 な 設定 を し よう 。 


環 メニ ュー か ら 選 択 放 プレ ビュ ー で 確認 EI バス ワー ド 保 護 に も 対応 
















| シス テム 」 一 | 設定 ] っ | スク リー シン セー バー」 と 進 も | プレ ビュ ー」] を クリ ッ ク す る と 実際 の 動作 を 確認 する こ | スク リー ン セ ー バ パー 起動 時 に 画面 を ロッ ク す る 」 に チェ 
う 。 左 側 の 一 覧 で お 好み の も の を 選択 で きる 。 と が で きる ぞ 。 ッ ク す れ ば 、 復 帰 時 に パス ワー ド を 要求 する よう に な る 。 























テー マ 機 能 を 使え ば 、 ウ イン ドウ の デザ イン や 配色 を 一 発 で 変更 す る こと が ザイ ン な ど は ネッ ト か ら ダ ウン ロー ド し た も の を 使用 する こと も で きる 。 手動 
で きる ぞ 。 ま た 、 ウ イン ドウ の 境界 部 分 だ け の デザ イン を 変更 し た り 、 色 合い で ダウ ン ロー ド が 面倒 な 場合 は 、「gnome_art」 と いう 支援 ツー ル を 導入 すれ 
だ け を 変更 する と いう こと も 自由 自在 だ 。 テ ー マ や ウイ ンド ウ の 境 界 部 分 の デ ば お 手軽 に ネッ ト が か がら ゲ ッ ト す る こと も で きる よう に な る ぞ 。 


= | 正 メニ ュー か がら テー マ 選 択 
「 シ ステ ム 」 一 「 設 定 」 一 「 テ ー マ 」 と 進む 
と 、 登 録 済 あの の テー マ が 一 覧 表 示さ れ る 。 好 
み の も の を 選択 する と すぐ に 反映 され る ぞ 。 「 標 準 の テー マ や デザ イ ン に は 気 に 入 っ た も の が な い ……」 と いう 
場合 は 「GNOME-Art| で 簡単 に 種類 を 増やせ る 。 標 準 ツ ー ル で は 
な い の で イン スト ー ル が 必要 だ が 、 超 有用 な の で オス ス メ だ 。 











[ウイ ンド ウ の 境界 」 を 設定 





| カス タマ イズ | ポタ ン を クリ ッ ク す る と 、 ウ イン ドウ の デザ イ 
ン を 部 分 的 に 変更 で きる 。「 ウ イン ドウ の 境界 ] タブ か ら は その 
名 の 通り 、 ウ イン ドウ の 境界 の デザ イン を 選択 で きる ぞ 。 


Melel3 リ ツク ニン ミイ ュー シド | タク ク 引 828 あく と 寺 見 1 
で 「gnome-art」 を イン スト ー ル 。 ン ン を 種類 ご と に 表示 し て くれ る 。 
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旧記 デス クッ トッ プ の 背景 





壁紙 を お 気に入り の 画像 に 変更 する _ (] 


快適 な デス クト ッ プ 環境 を 作り上げる た め に は 壁紙 の 変更 は か か せな い 。 お 間違い な い だ ろ う 。 も ちろ ん Ubuntu で も 壁紙 設定 は 可能 。「GNOME-Art」 を 
和 に 入 り の 写真 や イラ スト を 壁紙 に 設定 すれ ば 、 気持 ち よく PC を 使え る の は 使え ば カッ コイ イ 壁 紙 を 科 単 に ゲッ ト す る こと も で きる 。 


還 任意 の 背 5 景 を 選択 康 メニ ュー に 追加 され る 
ーーーーーーーー- ーーー 「 Gnome-art を 使い ご な せ 























る ッ ー 

ラッ 

明 Nail 国人 2 人 50 の ll) 2226257al5M の ん PKGl 
る 時 ご な い 。 実は 検索 サイ ト で いち いち 壁紙 を 検索 し な く て も 、 ダ ウン ロー ド 
の で ~ 可能 な 壁紙 を 一 覧 で 表示 し て くれ る 。 こ ん な 便利 な 「GNOME-Art」 を 
訪 使わ な い 手 は な い ぞ 。 

ー 国 ジャ ン ル な 選択 
は 表 胃 「 gnome -art] は メニ ュー が 英語 表 記 だ が 、 
了 人 ペク 「 豆 紙 の 追加 ] を クリ ッ ク す る と 、PC に 保存 使い 方 は 簡単 だ 。 起 動 し た ら 「Art」 一 

れ 下 し た 画像 を 壁紙 に 設定 する こと も で きる 。 1Backgrounds」 一 |All] を 選択 し よう 。 





ダウ ン ロ ー ド で きる 壁紙 の 情報 を 読み 込ん 
で 一 覧 表 示し て くれ る 。 


に ュー : 


自分 の 好 ぎ な 
mg 下 2p7 き cx  / |ー 


いく ら 表 示 画 像 な ど を 変更 し て 、 綺 麗 に 飾っ て も 肝心 の フォ ント が 綺麗 で な け PE 「 人 ポタ ン を クリ ッ ク する ひ 自 昌和 に 
れ ば 使い や すい PC と は 言え な い 。Ubuntu な ら 個人 個人 に あわ せ て フォ ント 表示 ーーー ピ ダウ ワン ロ ー ド こ 人 壁紙 へ の 登録 が 始ま る の で 
を 変更 で きる の で 、 快 適 な 環境 を 手 に 入れ られ る の だ 。 ーー 靖 半 MS 


論 フォ ント の 種類 を 選択 員 レン ダリ ング 設定 も 可能 


屋 量 恒 記 還 三村 還 








語 王 皿 戸 昌 Eresm=mmsssm 
ErF HH alcg 


lm Ll 


画 下 還 5 還 画面 「 村 宣 放 ョ 


還 P ni TEETT | mm 所 中 mL PTHr 
ーーーー ーーーー ーーーーー 風景 の 壁紙 は も ちろ ん 、 
全 還 Sa 2 1 
| 壁紙 な ご ど 、 様 々 な タイ プ 

| の 壁紙 が 用 意 さ れ て いる 。 
その 日 の 気分 に よっ て 変 
更 す る の も 楽し い ぞ 。 


還 'ET 中 HH 古 中 上品 | iT 征 呈 mtmTTUE | 


回 還 「 計 | 














| シス テム 」 一 | 設定 ] つ 1 フォ ント 」 と 進 「 詳 細 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 フ ォ ン ト 
むと 、 フォ ント 選択 ウイ ンド ウ が 表示 。 を 指 画 する か を 選択 で きる 。 











Uburt u の メニ ュー に は 様々 な 項目 が 登録 され て いる 。 それ だ け に 、 お 目 当 た ら 、 あ まり 使わ な い 項 目 は 非 表 示 に し て し まう と よい 。 標準 で 非 表示 に され 
て の も の を 見 つけ 出す の に 時 間 が か か っ て し まう 可能 性 が ある 。 使 い 慣れ て き て いる 項目 も ある の で 一 度 は 設定 ウイ ン ドウ を 開い て みる の が オス ス メ だ 。 


表示 する 項目 に チェ ッ ク MM : 追加 し た 項目 が メニ きま 誠 再 生ま の 疹 。 





PbmsT 還 還 弄 | (で イン ター ネッ ト | 較 軒 スタ リー ンジ ショット の 取得 
才 ィ キ ahr エ げ f 。 回 | 罰 ォ ラ ス | | 攻 テキ スト ・ エ ディ タ 
Ft がき ゴ ャ ュ ラ ネエ 二 証 ま よ も 」. | ir 用 クラ ラックス ディ スク 使用 量 の 解析 
回 g ゲー ム 国 | 関数 電卓 
改 コ サウ ンド と ビデ オ = 


m。 呈 一 器 語 国 四 量 香 
還 ] サコ ニキ トビ デキ | 軒 村 - 
回 証 赴 素 


隔 画 章 と 十 隊 


| 二 ギャ 目 | 馬 ) 追加 と 削除 . 








1 シス テム 」 | 設定 ] | メイ ン メ ニュ ー」 を 超 動 し よ 「 メ イン メニ ュー」 ウイ ンド ウ で チェ ッ ク を つけ た 項目 
う 。 Ubuntu の メニ ュー パー に 表示 され る ほとん どの 頂 が 表示 され る 。 | 新しい 区 切り 」 ボタ ン を クリ ッ ク す る 
目 の 表 示 ・ 非 表示 を 調整 で きる 。 と 、 メ ニュ ー に 区 切り 線 を 入れ る こと も で きる ぞ 。 
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buntu を 使う な ら 知 っ て お きた い 
buntul Tips ソフ ト 編 


Windows で も Ubuntu で も 共通 し て 言え る こと だ が 、OS Tips を 極め る こと で OS は 何 倍 も 使い や すく な る と いっ て 
は ほん の ちょ っ と し た 「 使い づら さ 」 が だ ん だ ん 気 に な る も 過言 で は な い 。 も ちろ ん Ubuntu に も 数 え 切 れ な い ほ ど 
よう に な っ て し まう も の だ 。 だ か ら こ そ マ スタ ー し た い の の Tips が 用 意 さ れ て いる の で 、 ど ん どん マス ター し て 上 級 
が 操作 上 や 設定 上 で の テク ニッ ク と も いえ る 「 Tips」 だ 。 者 の 仲間 入り し よう 。 


_ ltim> デス クビ ッ プ に ゴミ 箱 を 表示 て 使い や すく 。 


Ubuntu と Windows の 大 き な 違 い は 、 デ スク トッ プ 上 に 「 ゴ ミ 箱 ] アイ コン ある の だ が イマ イチ 目立た ず 使 い に く い 。 設定 を 変更 すれ ば デス クト ッ プ 上 に 
が 表示 され て いな いこ と だ 。 実は デス クト ッ プ 下部 の パー の 右端 に アイ コン は 。 アイ コン を 出す こと が で きる 。 お 好み に 応じ て 設定 し よう 。 





























エロ ヽ \ 己 ー ヽ いら 『 
ll 端末 」 を 選択 < コマ ン ド を 入力 3 2 ュー か ら 選 択 4 ゴミ箱 が 表示 され る 
= こら = = pd ET エ も イク 「』 
ml 症 回 中 貞男 許 還 画 恵 晶 玩 軸 台 NN | 
四 ea | 目 |。 。 = 四 時 | LEIII SE 間 | mi Il ョ の - プ は 豆 " 
昌 。 昌 還 是 本 昌 『=HWW "gr 還 時 ーー よ 補 左 デ O 
記 =" 『 四角 ョ 細 =- = 昌 iHi 還 量 | 旧 HmmHー 四 1l mm m 直 本 ヨコ 表 ス レ 
な ら 示 ク ぉ 
に 2 っ 二 |) 交 販 請 
イ の る ツウ む 
コ ゴ め が ヲ ー 
キー ボー ド で 「gconf-ed br| (すべ て 小文字 ) と 入力 し て 、 エ ンタ ー ンコ を 上 と 
キー を 押 そ う 。 も マ 選 に 表 
. 表 イ 択 い 示 
lapops」 一 「nautlus| 一 「desktop] eeh 9 の さき 
| アプ リケーション 」 一 | アク セ サ リ 」 コマ ンド 入力 は ー つ だ け な の で 安心 し て ほしい 。 上 の コマ ンド と 進み [trassh joon_visiple]」 に チェ 同 2 の 
ー「 端 末 」 と 進み 「GNOME 端末 |」 を を 入力 する と 「 設 定 エ ディ タ 」 が 起動 する 。 システム の 設定 を ツク を 入れ よう 。 デ スク トッ プ 上 に ゴ だ の 玉 ボ 
起動 し よう 。 する ツー ル な の で 、 操 作 に は 充分 に 注意 し て ほ し い 。 = 箱 が 表示 され | 旨 ア ッ 





_ Wirt > ファ イル 検索 ツー ル を 使い こ な そ う ト 


ファ イル の 数 が 増え て くる と 、 使 いた い フ ァイル が どこ に 保存 され て いる の っ た ら 、PC 上 を 検索 し よう 。Ubuntu に は 高 機能 な 検索 ツー ル が 搭載 され て い 
か が わか ら な く な っ て くる も の だ 。 も し も ファ イル が 見 つか ら なくなっ て し ま る の で 、 科 単に お 目当て の ファ イル を 探し 出せ る ぞ 。 


1 メー ュー か ら 起 動 罰 夫人 を 入力 3 斬 が 補 が で れれ る 


ーー 


詳細 な 和 示 件 設定 も で きる 











場所] 一 | ファ イル の 検索 | と 進み 、 フ ファ イル 名 と 、 検 索 場 所 を 指定 し て | 検 検索 結末 が 表示 され る 。 も し ヒッ ト し な い 
イル 検索 ツー ル を 起動 し よう 。 索 ]」 を クリ ッ ク す れ け ば 簡易 検索 が で きる 。 場合 は 条 件 を 変え て みよ う 。 


NN TRITI 軸 和 WS nt 
、 叶 営 古 」 を 坪 避 記 弟 問 


玲 内 全 層 評 模 瀬 難 
で 古 層 計 葵 瀬上 北 菩 ご OUUT 中 







































@ Ts5tntn〔 語 語 

[ジフ ァイル ブラ ウサ を 使う 。 軸 員 に お ログ イン を 自動 化 。 

Windows の エク スプ ロー ラ に 対応 する の が 「 フ ァイル ブラ ウザ | だ 。 コ マン 起動 時 の パス ワー ド 入 力 は 省略 で きる 。 た だ し 、 共 用 PC で この 設定 を する 
ド を 使わ むず に PC 内 の ファ イル や フォ ル ダ を 操作 する こと が で きる ぞ 。 の は 危険 な の で 注意 。 誰 で も PC を 自由 自在 に 使え る よう に な っ て し まう ぞ 。 

中 メニ ュー か が から 選択 ファ イル が 表示 され る | ログ イン 画面 」 を 選択 < 上 0 Ga 

「「 計上 EE 耳 軒 '」 クア 択 ma 設 グ ス 自 ーーーーーー。 ーーーー ] 周 コ ン セ 
イ す ョ 定 イ テ 動 択 を 

軒下 = ヨロ ョ 時 還 ル れ 下 純二 す 聞 有 う 

ETTETTTT ブ ば 」 変 画 一 グ れる 効 」 リ 

プ 小 ポ に ご か す イ 

CTa 胎 中 机上 | る と シシ を な ら ぇ ーー 

進 ス 有 な 血 ど タ 

琴 "ロー 開 = み テ 効 分 を ブ 

の Je の と の 

| オ 白 古 医 上 『 ロ 直 四 ー 戸 

く クル 左側 の 場所 一覧 が か ら フ ァイル や フォルダ を グ 理 る [| MM 邊 

る ト タ 見 て いこ う 。「 フ ァイル シス テム 」 は Mi 科 ザク 動 

8 を た Windows で いう 「C ド ライ ブ 」 の よう な 了 中 0 し 

ブフ 志 イメ ー ジ だ 。 (回 多 を て イ 
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Ubuntu に は 圧縮 ・ 解 凍 ツ ー ル が 標準 で 搭載 され て いる 。Windows で 定番 と 
いわ れ て いる ツー ル と は 使い勝手 が 違う が 、 決 し て 使い こなす の が 難し い ツ ー 


書庫 マネ ー ジ ャ を 


ル で は な い の で 安心 し て ほし い 。 
れ て いる の で 、 少 な く と も 解凍 方 法 は マス ター し て お こ う 3。 


ネッ ト 上 の ファ イル は ほ と ん どの 場合 圧縮 さ 


解凍 ツー ル 「 書 庫 マ ネー ジャ 」 は 標準 で は メニ ュー に 表示 され て いな い 。 メ イ 








ン メ ニュ ー の 表示 設定 を 変更 し て 、 必 要 な と き に 素早 く | 書庫 マネ ー ジ ャ 」 を 起動 で 


メ ニュ ー に 表示 ざさ せる きる よう に し 本 2 の 0 の 


回 [メイ ン メ ニ ュー を 起動 門 書庫 マネ ー ジ ャ を 追 息 加 回 メニ ュー か ら 選 所 


S 厨 興 ら ーー ロス マメ % 人 盲 








一 HIX マ ヘタ メ 」ー | 便 里 」ー「 ビ JA 半 」 


趣 沿 評 ご 


人 SBeD プ ファ イル を 解凍 する 
夫 

ファ イル を 解 閑 する に は 二 つ の 方 法 が ある 。「 書 庫 マ ネー ジャ 」 か ら 人 圧縮 フ 
ァイル を 選択 する 方 法 と 、 圧 縮 フ ァイル の 右 ク リッ ク メニ ュー が ら 選 択 す 
る 方 法 だ 。 ど ちら で も で きる こと は 同じ な の で 、 好き な 方 を 思 ほ う 。 


『 陸 開く ファ イル を 選択 『 瞳 当 右 ク リッ ク カ ら 

















か が 書 | 書庫 SE ン ヤ 」 を 選択 
つ 庫 
圧 マ ンダ 属 プ 
納 ネ ャ ク 縮 ア 
プ | で し フィ 
ア 、) 開 て ァ ル 
イィ ャ SD マ 
ル 妻 ル ネ 
を の を 皇 
還 記 庫 を | 
2 選 マ ご 右 ジ 
上 Sh の 
0 トド 揚 室 






ル ファ イル 内 容 が 表示 され る 
| 書庫 マネ ー ジ ャ 」 の メイ ン ウ イン ドウ 内 に 
圧縮 ファ イル の 中 身 が 表示 され る 。 解 束 し 
た い フ ァイル を 選択 し て 「 展 開 」 を クリ ッ 
ク し よう 。 複数 選択 し た い 場 合 は 「Ctrl」 
キー を 押 し な が ら ク リッ ク す れ ば ファ イル 
を クリ ッ ク す れ ば OK だ 。 





『W ファ イル が 解 洒 され た 


解 束 し た ファ イル を 保存 する 場所 を 解剖 先 に 指定 し た フォ ル ダ を 開い て みよ う 。 
選択 。 ファ イル が 人 行方 不明 に な ら な 圧縮 され て いた ファ イル が フォ ル ダ 内 に 解 
いよ う 、 わ か りや すい と ころ が よい 。 凍 さ れ て いる は ず だ 。 


左側 の 一 覧 の [アプ リケーション | 一 「 ア 
クセ サリ | を 選択 。「 書 庫 マ ネー ジ ャ 」 に 
チエ ッ ク を つけ て | 閉じ る 」 を クリ ッ ク 。 





書庫 マネ ー ジ ャ が 起動 


X イ 7./ メ ニョ ー の |1Z プリ クー ショ ン 」 イン スー ニュ ー の | 声 座 マネー ジャ | を の 
っ アクセサリ 」 と 進ん だ と ころ に |「 書 リッ ク す る と 起動 する 。 シ ンプ ル な ウイ ン 
庫 マ ネー ジャ 」 が 追加 され る 。 





ドウ が 表示 され る が 正常 な の で 心配 無用 。 





ScD つ ファ イル を 圧縮 する 
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人 の イル を 作成 する 場合 は 、 中 身 が 空 の ファ イル を 作成 し 
て 圧縮 し た い フ ァイル を 追加 し て いく 、 と いう 手順 を た どる 必要 が ある 。 
一 見 面倒 だ が 、 慣 れ て くる と 使い や すぐ ざ を 実感 で きる は すず だ 。 


軸 | 新規 ] を 選択 し て 必要 事項 を 入力 


「 書 庫 マ ネー ジャ 」 で 
| 新規 ]」 ボタ ン を クリ 
ッ ク 。「 名 前 」 欄 に 圧 
納 フ ァイル 名 を 入力 
し 、「 フ ォ ル ダ の 中 に 保存 ] か 「 他 
の フォ ル ダ 」 で 保存 先 を 指定 する 。 


外圧 縮 方 式 を ブル ダウ ン メニ ュー か ら 選 択 


| 書庫 の 種類 ] を 選択 すれ ば 、 圧 縮 形 式 を 選択 す 
る ご と が で きる 。 特に 理由 が な けれ ば 1Zjp」 を 
選択 し て お け ば いい だ ろう 。 











El 圧縮 する ファ イル / 
フォ ル ダ を 選択 


| ファ イル の 追加 ボタ ン 、|「 フォ ル ダ の 
追加 ボタ ン を 使う か 、 圧 縮 し た い フ ァ 
イル を ドラ ッ グ アン ドド ロッ プ し て 登録 
すれ ば 圧縮 作 業 は 完了 だ 。 











加 UDuntu の 「 書 庫 マ ネー ジャ 」 は 
RAR ファ イル を 扱う RAHR 形 式 の ファ イル に は 対応 し て い 


な い の で 、HAH 形 式 を 扱う 場合 は ツー ル の イン スト ー ル が 必要 だ 。 コ マン ド 
ie の ルル AED く AN IOIGN スタ 語ら ころ 


| 閉 訓 」 


S「 ペ ツー ・ 
. 誰 吾 寺 「 汗 基 」 





ーー きこ on de uAS」 
。@MRH 内 漏 穫 移さ 


で 対 装 訓 [JEJUTI」 
て 趣 調 碧 ニテ 
HU@ON 計 は ご へ 示 


人 eK 
斗 還 8- 」Blun」 。 


圧 
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Tip 06 





最近 の PC は 、DVD-H ドラ イ ブ が 搭載 され る の が 当たり 前 。 も ちろ ん 、 タ を 書き 込 お 方法 は 確実 に マス ター し た い 。 と いっ て も 、 様 準 付属 の 
Ubuntu で も CD-R や DVD-H を 使用 で きる ぞ 。 デ ー タ の バッ クア ッ プ や 、 フ ァ 「CD/DVD の 作成 」 と いう ツー ル を 使え ば 、 特 に 苦労 する こと も な く デ ー タ を 


イル を 渡す と いっ た 用 途 で 頻 繁 に 使う こと が ある CD-R や DVD-R だ け に 、 デ ー 書き 込 お こと が で きる 。 一 度 か 二 度 操 作 を 試し て みれ ば マス ター で ぎ き る は ず だ 。 
日 [CD/DVD の 作成 」 を 選択 調 メニ ュー を 選択 間 CD に する ファ イル ・ フ ォ ル ダ な を 選択 較 書き 込み 先 を 選択 し て 
ーー [ 書き 込み 開始 


記 












| 1 コト よ オロ 
| LFNTT 


還 中 - = コ 


メイ ン メ ニュ ー の 「 場所] ITCD/ZDVD 「CD/DVD の 作成 」] ウイ ンド ウ が 表示 さ [書き 込み 先 | で ドラ イブ を 選択 し 、「 デ 
の 作成 」 と 進み 、CD/ZDVD へ の 書き 込み れる 。 こ の ウイ ンド ウ に ディ スク に 書き ファ イル ブラ ウザ か ら 、 書 き 込 みた い フ ァイル を イィ スク の 名 前 」 で 名 前 を 入力 し た ら 「 書 
ツー ル を 起動 し よう 。 込み た い フ ァイル を 登録 し て いく 。 ドラ ッ グ アン ド ドロ ッ プ す れ ば 登録 が で きる 。 きき 込む お 」 を クリ ッ ク す れ ば OK だ 


Ubuntu と Windows で デー タ を 共 有する 場合 、 一 番 簡 単 な 方 法 は USB メ モ と き は Ubuntu が か ら 直 接 Windows の ファ イル を 読み 込 も う 。 一 台 の PC に 
リ を 使う こと だ 。 た だ し 、 容 量 が 小さ べ さい の で 大 き な フ ァイル の や り と り を する Ubuntu と Windows を イン スト ー ル し て いる 場合 は 特に 有効 だ ぞ 。 


男 「 コ ンピュータ ] を 選ぶ 調 スト レー ジ を マウ ント 園 バス ワー ド を 入力 画 ファ イル アク セス が 可能 に 
ーー ーー 上 本 ーー aa 」 














「 1 








ョ | 0 

品 1 mp ー = = 凍 Lim mm Hi | 旧 LLP | 村 ー 。 ル ング ブ 
eu 叶 記 品 Frvr 理 WhTpWW。  。 1 | を の ル 

ー 回 に 国有 HPE 画 打電 エー 配本 面 世相 内 ク 

HITL ご ば 只 リ 

半 引 に 

FTTTTTELI 還 の 

側 る し 

違 を で 

コ と 開 

人 

= と 

し 肖 軸 

に 。 3 こ パス ワー ド を 求め られ る の [ 還 選 下 ー 王 時 | 人 人 =1 

WindowsS の ディ スク は 「 〇 〇 G バ イト で 、 イ ンス トー ル 時 に 設定 ? 必 用 

[場所]」 一 「 コ ンピュータ 」 と 進 ドラ イブ | と 表示 され る 。 右 クリ ッ ク し た パス ワー ド を 入力 。 デ の 
むと Wndows の | マイ コン ピ メニ ュー か ら 「 ボ リュ ー ム の マウ ント 」 スク トッ プ に Idisk」 と い フ デ 
ア ニー イ 








ュー タ 」 と 同様 の 項目 が 開く 。 を 迄 択 し よう 。 う ア イコ ン が 表示 され る 。 














いく ら Ubuntu が Windows に 近い 操作 感 を 持っ て いる と いっ て も 、HLinux の 一 種 な の で 当然 ファ イル 管理 
は 、Windows と は 大 きく 違っ た Linuk 方 式 の 管理 が 行わ れ て いる 。 特に CD や DVD な どの リム ー バ ブル 
メデ ィ ア や 、 ハ ー ド ディ スク の 援 い が Windows と 違っ て いる の で その 仕組 み を 解説 し て いく ぞ 。 





文書 写真 
ユー ザ ] 画 、 音 楽 
ホー ム デ ティク トリ | 
その 他 、 い ろ い ろ な 
ユー ザ ら 
ホー ム デ ィ レ クト リ ファ イル 
ーー ア ら 
ホー ム デ ィ レ クト リ 


nund 


ユー ザ 1 図 
ホー ム デ ィ レ クト リ 較 
ユー ザ 2 図 
ホー ム デ ィ レ クト リ 較 
ユー ザ 3 図 
ホー ム デ ィ レ クト リ 較 





9 トー 妥 に 5 生 古 | 


3 


「 マウ ント 」 を する ま 
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Ubuntu の デス クト ッ プ に 表示 され て いる ツー ル バ パー 、「 パネ 上 自分 の 好み に 応じ て パネ ル に アイ テム を 追加 する こと で 機能 追加 
ル 」 は 標準 状態 で は か な り シ ンプ ル な モノ に な っ て いる 。 だ が 、 が で きる ぞ 。 た くさ ん の アイ テム が 用 意 さ れ て いる の で 、 自 分 に 
カス タマ イズ 性 に 優れ る Ubuntu だ け あ っ て 、 こ の ツー ル バ パー に 合っ た 使い や すい モノ を 探し て みよ う 。 






























































催 3 き 記 吾 3 』 き 記 叫 人 ーー 1 1 
 「 パ ネル へ 追加 」 を 選択 岬 追加 する パネ ル を 選択 回 追加 し た アイ テム が 反映 され る 
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志 
パネ ル に 追加 で き 
る アブ リカ 表示 で 還 還 重 間 還 還 BiEE 
れる 。 追加 し た い 

を 選 し で RB 吉 | 還 還 EEE 
を クリ ッ ク 。 す る CPU や メモ リ の 利用 率 、 
と パネ ル に ショ ー 内 還 旨 還 昌 0GEEENIE 
トカ ッ ト ア イコ ン 凍 qUV る デ 王 多量 6 の 
EMI 負荷 な ど を 表示 で きる 。 
「CPU 周 波数 の 計測 モニ 
ク | 邊 是 四 @ る そし 選 し 
の 周波 数 も 表示 で きる 。 

















「 敗 ネル へ 巴 加 」 ワウ イン ドウ で | アブ プリ 
グー ジョ アラ ソナ ャ ド 」 な グリッ ん ク す る と 
一 覧 が 表示 され る 。 








一 般 的 に Linux は マル チ ユ ー ザ ー で 使う よう に 設計 され て いる 。 も ちろ ん 、 
Ubuntu も マル チ ユ ー ザ ー は 得意 技 だ 。 共有 IPPC で Ubuntu を 使う 場合 に は 使う 
人 人 ご と に ユー ザー を 作成 し て それ ぞ れ の 好み の 環境 で 利用 する の が オス ス メ だ 。 


画 | ユー ザ と ……」 を 起動 する 
マル チ ユ ー ザ で Ubuntu を 使 3 た め に 、 ユ ー ザ を 追 
加 し よう 。 | シス テム 」 一 | システム 管理 ] 一 | ユ 
ー ザ と グル ー プ 」 と クリ ッ ク 。 


唐 バス ワー ド を 入力 


LEETTIE LNIBE 沼 是 = 還 暫 男 当 還 時 旧 ルス ーー ド の 入力 
Ta | を 求め られ る の 


PC を 使い 込ん で いる と 、 必 ず と いっ て いい ほど 足り な く な っ て し まう の が バハ 
ー ド ディ スク の 容量 だ 。Ubunt u で は 、 ど の フォ ル ダ が どの くら い の 容 量 を 消 
費 し て いる の か 、 わ か が りや すぐ 表示 する こと が で きる ぞ 。 


 「 デ ィ ス ク 使 用 量 の 解析 ] を 選択 


| デア ダ リグ ーション リー 1 アク セク | っ イィ イク 
ク 使 用 量 の 解析 |」 と 進む と 、 使用 容量 の 解析 が 実行 
され る 。 








ル 解析 する ディ スク を 選択 で 、 イ ンス トー ル 

起動 し た ら 監視 対象 を 設定 し よう 。 今回 は し た 時 に 入力 し た 

HDD 全体 で 解析 を 行 うた め 、「 フ ァイル シ パス ワー ド を 正確 
に 灯 ち 込 も う 。 


ステ ム の 解析 |] を クリ ッ ク す る 。 





回 | コー ザ の 追加 ] か ら 
ユー ザー 情報 を 登録 

「 ユ ー ザ の 追加 」 を クリ ッ ク し て 、 
新規 ユー ザー を 追加 する 。「 ユ ー 
ザ 名 」 と 「 パ スワ ー ド 」、「 パ スワ 
ー ド の 確認 」 は 最低 限 入力 し な け 
れ ば いけ な い 頂 目 な の で 注意 。 








回 解析 する 
ディ スク を 選択 


か 人 短 つ ら る シナ み ルツ と 0 
ィ ス ク 容 量 が 表示 され る 。 石 
側 の グラ フ に ポイ ンタ を 移動 
する と 、 グ ラフ に 対応 する フ 
ォ ル ダ 名 と 容量 が 表示 され る 。 
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る よう に な っ た ら 、 次 は Ubuntu の 管理 に 挑戦 し よう 。 管 


残念 な が ら 、 高 い セ キュ リティ が 魅力 の Ubuntu に も バグ が 見 つか る こと 


レ だ 【 け は 知ら な ぎ や 
puntu TipS ハー 


Ubuntu を イン スト 一 ル し た PC を 使い こ な すこ と が で き し いり Ubuntu、 と いう 





目 | 守 旨 』 画 I ロ 月 18 面 | 骨 


理 と いっ て も 、Ubuntu を 使う の で あれ ば 是非 身 に つけ て い 。 こ こま で マス ター すれ ば 、 
お いて ほし い テ クニ ッ ク ばかり だ 。 も ちろ ん 初心 者 に や さ と いっ て も 過言 で は な い ぞ ! 


が ある 。Windows よ り も 数 自体 は 少な い の だ が 、 放 置 し て お く と PC が 危険 | | 瑞生 デュ イデー ト ザ 日 表 す 


に さら され て し まう 可能 性 が ある ぞ 。 被 害 を 防 ぐために は 、 時々 アッ プ デ ー 
トド を し な けれ ば いけ な い の は Windows と 全く 同じ だ 。 マ ウス クリ ッ ク で ア 
ッ プ デー ト で きる ツー ル が 付属 し て いる の で 、 時 々 実行 する 癖 を つけ よう 。 


回 アッ フ テ ー ト マネージャ を 引 和 四 必 要 な アッ プ デ ー ト を チェ ッ ク 








暫 装 理 画 還 責 林 革 理 曲 画 に 。 量 四 画 『 コ ロ ー『 
. 量 吊 貞 軍 年 。 定 に 還 汗 記 
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5 クア デ ネッ ト か ら 自 動 的 に アッ プ デ ー ト 
[シス テム 」…「 シ ステ ム 管 理 ) [アップ デー 当 1 ファ イル を 落と し て き て イン スト 
ト ・ マネ ー ジ ャ 」 と 進ん る で アップデート ツー ル を う ニ っ 一 ル し て くれ る 。 完了 画 面 が 表示 

起動 し よう 。 "| ア され た ら 終 了 だ 。 


評判 通 
らい 簡単 に で き て し まう か ら 怖がら ず に 挑戦 し て みて ほし 


重要 な アップデート が ある 場 
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た パス ワー ド を 入れ よう 。 


アア デート 音 相 し まし 王 
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り に 管理 も Windows と 同じ く 


一 人 前 の Ubuntu ユー ザー 





合 は 、 時 計 の 左側 に アイ コン 
が 表示 され る 。 画面 の アイ コ 
ン が 表示 され た だ たら アッ プ デ ー 


E』 バス ワー ド を 入力 
バス ワー ド を 求め られ る の で 、 
Ubuntu イン スト ー ル 時 に 入力 し 














PC を イン ター ネッ ト に 接続 する た め に 、 ル ー タ を 使っ て いる 場合 は 『 [ネッ トワ ー ク | を 選択 ル 『 バス ワー ド 入 力 


U り bunt u は 自動 的 に ネッ ト へ の 接続 を セッ ト ア ッ プ し て くれ る 。 だ か 会 社 や 
学校 で Ubuntu を 使う 場合 や 、 自 宅 で 使 う 場合 で も 環境 に よっ て は 手動 で ネ 
ットワーク の 設定 を し な けれ ば いけ な い ケ ー ス も 考え られ る 。 とりあえず 
Uburtu で ブラ ウザ を 起ち 上 げ て みて 、 う まく 動か な いよ うな ら こ こ で 紹介 
する ネッ トワ ー ク 設定 を 試 し こみ る の が オス ス メ だ 。 い くつ か の 設定 情報 が 
必要 に な っ て くる が 、 会 社 や 学校 で あれ ば 管理 者 に 確認 し よう 。 自 宅 の 場合 
は プロ バイ ダ か ら の 資料 に 書い て ある 場合 が ある ぞ 。 





ur で 相 本寺 は テマ 


El [有線 接続 ] を 選択 回 必 要 情 報 を 入力 上 回 名 称 を 
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計 『Fir 朋 是 画 BHT eS す 侍 
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THTTTT | 左 要 一 トー 

日 軸 還 上 ELET 日 LTEFmL HB | が を は 

キーlma 丘 ニュ ッ 情 選 つ 

する と 接続 方 法 を 選択 する よう に 表示 さ ク 軸 択 
れる の で 、| 有線 接続] を 選択 し て 「 プ ロ 面 marmm=E 入 他 ド 
パテ ィ 」 を クリ ッ ク し よう 。 力 の レ 


と 0K he の OO 
Ubuntu を 終了 岬 10 月 15 日 (月 ) 2207 【w】 き な ポ タン を クリ ッ ク し よう 。 


初め て Ubuntu を 使う 人 は 、 ど の よう に 電 由 S 
源 を 切れ ば いい の か わか ら ず と まどっ て し MG 


まう か が も し れ な い Windows な ら PC の 電 


源 を 切る 場合 は スタ ー ト ボタ ン か ら 操 作 す = スク トッ プ に 表示 され た ツー ル バ ー 
る 。 Ubuntu の 場合 は 電源 を オフ に し だ たり ([ パ ネル 」) の 一 番 右 側 に 赤い アイ コ 
再起 動 し た り する た め の 専用 の ボタ ン が 用 ン が 表示 され て いる 。 電源 オフ や 再起 
昌 さ れ て いる の で 覚え て お こう 。 是 川 OO 0 の 0 
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su で 叶 光 弟 

S に NTNALNY TSNH 内 テ 
へ UTC 薄 欄 計 「 各 敵 甘 」 


旧 5MnW 涼 忠重 間 志 人 さ 02 言語 党 全 過言 に に 
する 画面 に 戻る 作業 肉 容 は 保存 され 宮 Li の で 注意 





スク リー ンジ の 
ロッ ク 

















作業 中 の 状態 は そ の まま に 、 画 面 お ロッ タ さ れる. 豆 に が 提 
作 左 する に は パス ワー ド が 必 要 に な る の で ちょ っ と 席 を 外 
す と 寺 に 便利 療 




















コト ーー 一 の) 
切り 替え 


作業 中 の 状態 は そ の まま に し て 、 起動 時 の ユー ザー 名 と パス 
ワー ド を 入力 す る 画面 に 戻る . 複数 の ユー ザー で PC を 有 
92 le 








バイ バネ ー ド 











PC 上 で 行 つ て いた 作業 の 状態 を HODD に 保存 し 、PC の 画 剖 
在 切 る . 再起 重 時 に は 前 回 作業 し て いた 状 態 が 復元 され る ぞ . 















































再起 動 


PC を 再起 動 す る . Winoows と デュ アルゴ ブー ト に っ て いれ 
まず 、 起 還 する 〇 5 を 選 択 す る メ ニュ ー お 表示 され る . 
PC の 画 源 左 切る Windows の 場 合 と 同じ だ . 











LTip13 - 無線 LAN を 設定 し て 快 週 な ネッ を 実現 剛 加 ] 


も ちろ ん ノー ト PC で も Ubuntu は 利用 で きる ぞ 。 せ っ か が く ノ ー ト PC を 使う 標準 状態 で 無線 LAN に 対応 し て いる の で 、 和 商 単 な 設定 を する だ け で 選 適 な ワイ 
の な ら 、 ネ ッ ト 接 続 に は ぜひ と も 無線 LAN を 使い た い 。 家 の 中 の どこ で も 自由 ヤレ スイ ンタ ーネット を 楽 し め て し まう 。 無線 LAN の 設定 に は アク セス ポイ ン 
な 場所 で 、 ネ ッ ト に つなが る の は 想像 以上 に 快適 だ 。 当たり前 だ が UDBuntu は 、 ト (AP) の 情報 が 必要 な の で 、 あ ら か が じ め 確 認 し て お こう 。 


調 自動 認 誠 ご れ た ワイ ヤレ ス 回 ワイ ヤ 8 3 aaN5 


























ネツ IN 人 王 | れ も セ い 次 選 設 に と 
= っ 3 [ し キ う に = ET 択 定 入 
HH | 生前 本 王 申 男 男 1. で 選 生 衣 ヤー ヨ レー 十 生 較 二 上 や す に 力 に 
で う リ 上 ワ る 記 し 時 
に 本 中 凍 ヨ 凍 放 Bm ? N mLEm コ SS 

デス クト ッ プ 部 00 イ 生 ヤ 2 
ー ル バー の 右 還 は 上 、 全 
側 に コン ピュ ー タ に れ セ 加計 記 の 
の アイ コン が 表示 上 mrFs 6 
され て いる の で 、 た だそ リ 適 キ | 
右 ク リッ ク し て 接 ちい テ 人 
続 し た い AP を 選 0 物 テ エキ 
還 択 し よう 。 選 の と は 

EE』 キー リン グ の パス ワー ド を 設定 SN “ 回 [OK」 を クリ ッ ク 
















画 Lurrr コ コード 画 町 m= 重 入力 が 完了 し た ら 「OK」 を クリ ッ ク 。 | パス 
ーー ーー ー 財 ワー ド の 強度 メー ター」 を 見 る と パスワード 
の 安 全 性 が わか る ぞ 。 


還 一 | 昌 宇 呈 届 ト | 守 J 唱 コロ コー『 刷 画 革 中 居 ロー 本 本 軒 ロー 中 一 


本 Hr ' | 前 G3 IEEEIEFEEHI 


RI し に FE | 所 間 ー に 放 生 | ] ud に じ 』 キ 上 iT 』 叶 =- 記 
ー ル バー に 1 接続 が 確立 され まし た 」 と い 硬 "イヤ レネ エッ トロ ー7lghiz_mmimr に 王 


0 ー ン が 表 示さ れ た ら 無 線 LAN の 設定 は LT: Fl 
成功 だ 。 








パス ワード の 設定 を 求め られ る の で 、 設 定 し よう 。 好き な 物 
を 入力 し て OK だ 。 


門 必要 項目 を 入力 。 


|、 誠 】 草 llltaFHHTII EE 

舞 張 LAN の 設定 に よっ て は 、 デ スク トッ プ 上 部 の ツー | FPP Er 一 
ル バ ー の 右側 の アイ コン を 右 ク リッ ク じ て も ご 由 分 が あつ Mrsx MT 記 Pe ュー トー ニー テー イー ーーー ュ 
接続 し た い AP が 表示 され な いか も しれ な い 。 も し も Sd 
自分 が 使っ て そい る AP が 一 覧 に 表示 され で いな けれ ば ぼ ば 、 OO 
無線 LAN を 手動 で 設定 し て みよ う 。 無線 LAN を 手動 L 還 器 m 

で 設定 する だ た め に は 、AP の 名 前 が 必要 だ 。 洗 メ 一 ahL aa mhFd1 
カー の ABP を 使っ で いる か が に よっ つて 表現 方 法 は 違っ で て 本 本 TAFLUT ロ ITTF 


いる が 、 アク セ ズ ボイン トト 名 二 や SS1ID] と な っ で ara AP の 選 択 画 で 「 新 - 

上 会 、+ ヾ ミル ニコ ナミ フト 曲 人 、 ar ka 志 = ー ーー 
いる 場合 が 多 い 。 設定 が 変更 ご 9 品 や ある の ' Smerererrrnerrr rm し い ロワ イヤ レス ネッ トー 上 ネ ットワーク 名 に AP の 名 前 を 入力 し よう -。 
で AP の マニ ュ ア ル を 確認 し て 、 自 分 の AP が どの よう に 議 | uam っ emam | | ワー ク の 作成 | - を クリ ーー 後 は AP の 隙 号 化 設定 に 応じ て メニ ュー か ら 


に 設定 され て いる か が を 調べ て お こう 。 還 加 | ーー コキ = ッ ク し て 、 手 動 登録 ウ 項目 を 選択 し 、 暗 号 化 キー を 「 パ スワ ー ド 」 に 
イン ドウ を 開 こ う 。 大 力 す れ ば OK だ 
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紳 0 「 キ ー リ ング (デフ ォ ル ト ) 代 谷 典 信 キ 
設定 ] と いう ウイ ンド ウ が 表示 され る 。 こ れ は 、 ワ し ジジ さ リ 
Ubuntu の 「 キ ー リ ング マネ ー ジ ャ 」 と いう 機能 が 働 、 揚 の た ク 
いて いる か ら だ 。「 キ ー リ ング マネ ー ジ ャ 」 と は いく つ を 依 バ 
も の パス ワー ド を まとめ て 、 一 つの パス ワー ド で 一括 宣 ` 化 1 
管理 で きる よう に し て くれ る 物 だ 。 と いっ て も 、Web 直上 
サイ ト や メー ル ア ド レス の パス ワー ド を 管理 する の は る ウ ゃ の の 
ブラ ウザ や メー ル ソ フ ト の 仕事 で 、Ubuntu の 「 キ ー 欧 用" 勿 
リン グマ ネー ジャ 」 は ネッ トワ ー ク へ の パス ワー ド を の 長 ン 
管理 する た め の も の だ 。 た と えば 無線 LAN の 暗号 化 キ か バ 示 ょ 
ー や 、 ネ ットワーク 経由 で ファ イル 共有 を 設定 し て い 記 9 
る 場合 の パス ワー ド な ど を 管理 する ぞ 。 自宅 に 複数 の キー リン グマ ネー ジャ を 使う と 、 複 数 の パス ワー ド を 一 還 < 
PC が ある 場合 に 強力 な 機能 と 言え る 。 つの パス ワー ド で 舘 理 で き る 。 る を 無 
linux100% | 85 











lfom 上 シニア アル コロ ョ ニー と リヒ ピア 4 記 コ | 


る 。 と は いえ 自動 ツー ル が 用 意 さ ご され て いる の で マウ スク リッ ク で OK だ 。PC に 
グラ フィ ッ ク カ ー ド が 搭載 され て いれ ば 、 ド ライ バ パ を イン スト ー ル する こと で 
画面 指 画 が 高速 化 べ れ 、Ubuntu が キビ キビ 動作 する よう に な る ぞ 。 

計 バス ワー ド を 入力 
パス ワー ド の 入力 を 求め られ る の で 、 


Ubuntu を イン スト ー ル し た 時 に 入力 
し た 物 を 入れ よう 。 





Ubuntu な ら ば ほとん どの ハー ド ウェア を 自動 認識 し て 、 ド ライ パ を 目 動 的 に 
イン スト ー ル し て くれ る 。 だ が グラ フィ ッ ク ボ ポー ド に 関し て いえ ば 、 ド ライ バ パ 
は 自動 的 に イン スト ー ル され な い の で 自分 で イン スト ー ル 作業 を 行う 必要 が あ 


記 [制限 付き …」 を 選択 





軍配 十 箇 中 由 下馬 呈 男 ビー 下 配 還 本 uF エロ 一 記 
昌 四 エ 1 ェ 
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_ 下 中 中 = 


3D 効果 に は 
シレ レル ア ん レル 4 を ん ルン | 


aim 1 um 加計 語 = 時 還 Fmm 還 ime [ 面 財 
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LLP コー | 
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日 ms 噌 号 計 


ーー 
| 敵 TekLimhnEiTalan FIITIa に に 





証 に | PPPmPHTFHE 
ーーーーー Ja 還 = 語 5 記 ョ 語 還 雪 = 日 
ps 因 間 | 
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へ 山 克 只 江 題 垣 ] 一 「 毅 中 に AN 」 
デ | 選 MAW | 6 三 MIMUXM さこ s み 全う 9 


E』 使用 する ドラ イ バ を 選択 


自分 が 使っ て いる PC に 対応 し た ドラ イ バ が 表 
示さ れる の で 、| グラ フィ ッ ク ド ライ バ 」 と 表 
示さ れ て いる 頂 目 に チェ ッ ク を 入れ よう 。 


ーー 
ミキ 


3D 効 果 を 利用 す る に は 、 グラ フィ ッ ク 
必 計 N22E2/aO0 証 ド 用 0 全 リ レク 
ー ル し な いと 性 能 を 発揮 で き な い ぞ 。 




















NR 「 骨 中 8 





進行 状況 を 表す ウイ ンド ウ が 表示 され 、 し ば らく 
する と ドラ イ バー 覧 画面 が 表示 され る 。「 ス テー タ 
ス 」 が 変わ っ て いる Me 放 し よう 。 


LW ダイ アロ グ か が か ら 「 ド ライ バ を 
有効 に する 」 を 選択 

























ヤ の 生生 叶 同 し ず T | まで 
キー リロ 慎 デニ トー 村 し て pr 重 画 


画 晶 計器 計 章 厚 上 画 画 | Fmr 旧 本 。 証 m 回 男 :m 町 中 生還 目 還 ョ 語 
回 呈 に 還 沖 = 


LIP LEETHI 。 1 IE 9 す 
上 四 軒 画 還 還 =. 主 


1 に ョ ヨ トー 二 1 二 ョ 上 LT ュー 生還 男 本 月 耳 = 肖 回 策 。| 還 順 
上 上 上 貞和 周 四 語 記 箇 画 革 馬 目 . 且 因 下 看 固 和 1 上申 証 回 志 
EL ei 


ドイ ゴ バ 二 有 動 に し す 本 
LUIITT:T 【.] 上 た ます と エコ エエ 


に キイ ゴ ド 還 TMRPLF ココ ョ テー ロカ ロー 相 L 邊 芋 十 道 て 引 邊 呂 
古 に 吉村 で す 。 四 し い ロ ー ド で は PF で モ レ ー セ ョ ーッ に も 寺本 に 1 ! 
UI ョ 才 TE。 エ 」 ー ュ ト エ , 
上 中 字 エ ロト ャ ゴイ 語 調 車 朝 還 すず 知 店 下 是 和 れ 直 . こ 思 ド 中 本 所 芋 
で = STEEIT TFT RF FET 
LE FTTPE TYPPRPTT す ココ ャ エト す 下 
還 還 昌 還 一 上 四 財 
! 末富 呈 画 ia キー ロリ 時 = エキ ー 中 還 上 
PLEE。 | LTI EEI 
LLPB ト PETIT TL STI 


TTP 芽 本 衣 


ご 失 イ 生前 誠に し せい 叶 直 . デニ コト ュ イ 語 賠 生 間 星 守 呈 こ 上 
TTY EE 


は で 章 ず . アー 思う HP デコ セラ レー ンー ョ ン 朝 十 誕 下 コ | 
ロ ェ 下車 東寺 昌 こ 上 下 き 時 当 上 た 。 


本 瑞 も 画 \』 届 


軸 キャ ンー セ ルー ドコ ュ 和音 融 に す 四 mu 


聞 キュ ElTes に 、「 





ドラ イ バ イ ンス トー ル の 確認 ウイ ンド ウ が 表示 され る の で 「 ド ライ バ 
を 有効 に する 」 を クリ ッ ク し よう 。 ち な み に 、 グ ラフ ィ ッ ク カ ー ド の 
ドラ イ バ は 「 制 限 付き ドライ バ 」 と 表示 され る が 、 別に 機能 が 制限 さ 
れる わけ で は な い の で 安心 し て ほ し い 。 











団 コン ピュ ー タ を 再起 動 する 。 














旗 直 玉 章 品 還 です 


% ニギ キロ デュ ゴブ ギー ト 害 了 す た 中 に . 表面 邊 者 映 構 です 
叫 思 還 す も まず, ロ キュ ユリ ギィ アゴ ギー ト E 机 時 に 画 還 コロ 時 
上 、 また. 硬 モ に 提 華 きれ モロ ニー キロ ェ 了 再 占 P 呈 記 ニ ト と 
ー ド ウェ は 本 画 し 闘い 本 靖 醒 下 且 邊 本 二 に 東西 填 必 一 
だ ュ ユビ 有馬 用 し に 間 還 時 上 上 す 。 


朋 目 還 環 に . 得 者 放す て エ 画 貞和 モ こ と 車 画 本 に て だま に 


記 す 『 に 末 画 重用 


ドラ イ バ の イン スト ー ル を 終了 し た ら PC の 再 起動 が 必要 だ 。 デ スク ト 
ッ プ 上 の メニ ュー の 、 時 計 の 左側 に 青 い 矢 印 の アイ コン が 表示 され 、 再 
起動 を 求め られ る 。 も ちろ ん 、 こ の ウイ ンド ウ か ら 朋 起動 せ ず に 通常 
と 同じ よう に 再起 動 を 行っ て も 問題 無い ぞ 。 











86 | mw100% 





ドラ イ バ パ を イン スト 
る 。 | 適用 ] を クリ ッ ク す る と ダウ ン ロ ー ド と イン スト 
ー ル が 目 動 的 に 開始 され る ぞ 。 

















ー ル する と 、 人 確認 画面 が 表示 され 








パロ リン レア ん レル ん 









ドラ イ バ の イン スト ー ル 手順 は 、NVIUIA 製 
の グラ フィ ッ ク カ ー ド 「GeForoe| を 使っ 
KMay USN 天仙 大 眉 @ 似 





PH FPSEEJLI 1 に LTF に 5 
EE LLPLrN TELLT LT IE 1 EE 1 1 LE EE al 


回 〒 証 車 二男 HL" ELm 逢 還 : ELLE FRREE Fa| 
ET TI EE 


[ ま 上 . 画 還 に 填 証 ユエ キー キ エモ 
iC Li EoF 下 上 Peni 中 に | モ 上 に 9 









IATI の 高 性能 ダラ フィ ッ ク ド ライ バ パ 」 と 表示 
US0 の 0 mA SR っ 





| ドライ バ を 有効 に する | を クリ ッ ク す れ ば 、 確 認 ウ 
イン ドウ が 表示 され る の で 手順 通 
な み に 、 
と いう 会 社 の 製品 だ っ た の で 、 
れ て いる 。 当然 ハー ド 自 体 は 同じ 物 な の で 、 画 面 表示 
Co zekelal 還 GEES 


パー ド で も 同じ 


で も 手順 は 全く 一 緒 な の だ 。 単 に 表示 され 
る ドラ イ バ が 異な る だ け で 、 手 順 和 目 体 は ま 
っ こく 2 つら 8NL 2 












F ラ イェ ! 諾 市 に し 還 事 部 

1 5 ] に た と 証 Er PFai 

DFB CHLETTT 呈 コ ュ ョ ュ ウ セー トド 過 痢 著 沼 革 て 刊 ヨ 出 革 趣 に 
上 馬 です 。 町 い ヨ ー ド で EEE デ テモ キト ー ヤ 四 ど に 色 遇 田 に ほり 
ま 四 


ヨゴ コ 19 重 敵 に 下 力 








り 進め れ ば OK。 ち 
SM の 岩内 邊 NN 着 9 iss la 川 
画面 上 は ATI と 表示 さ 








































Tio 16 > プリ ンタ を 使用 可能 に する 、 


PC を 使っ て いる と 、 何 か と 印刷 を し た い 場 面 に 出くわす も の だ 。 た と えば 電 。 ター ネッ ト か が ら 読 み 込ん で や る 必要 が ある が 、Uburtu な ら た いて い の ド ライ 
車 の 乗り 換え 案内 を 印刷 し た り 、 お 店 の クー ポン 券 を 印刷 し た り と 、 プ リン タ バー は 最初 か ら 導 入 さ れ て いる 。 上 自分 の プリ ンタ に あっ た ドラ イ バ パ を 選択 する 
の 用 途 は 幅広 い 。Windows で プリ ンタ ー を 使う 場合 、 ド ライ バー を CD や イン だ け で 印刷 で きる よう に な る の が あり が た い ぞ 。 


ニ 914D ROD 計 新しい プリ ンタ を 選択 回 検出 され た プリ 


ーー 


づり rr 本 | 男 理 古 」 古 画 回 吾 軍 


宣 m=p』 上 画 記 呈 市 


固 LTTI に rm EL | 間 す EEPEmi-F HEgFd 


Ei 
Em 
FL ト PsLRglhllr | 
TE 
中 ..F。 
Fn Frem 「TSCr Per FFP Ln PRJ 下 
昌一 計 時 訓 | 暫 加 『 ー 画 画 放 


ーーーーー 


| PTOITTG=CUDS=80 


プリ ンタ の デー タベース を 読み 込み 中 .… 





デス クト ッ プ の 上 部 メニ ュー の 「 シ ステ ム 」ー「 シ ス PC に 接続 され た プリ ンタ が 一 覧 表示 され る 。 使い た い プ リン タ を 
テム 管理 ] 一 「 プ リン タ 」 と 進み 、 ブ プリンタ の 設定 ウ する と フリ ンタ 選択 回 面 が 表示 れる 。「 新 し い プ リン 選択 し て 、「 進 お 」 を クリ ッ ク し よう 。 も し も 自分 の プリ ンタ が 説 
イン ドウ を 開 こう 。Windows の 「 ブ リン タ 」 と 似 た 画 タ 」 を ダブ ルク リッ ク す る と プリ ンタ 情報 の 読み 込 識 さ れ て いな い 場 合 は 、 こ の ペー ジ の 左下 を よく 読ん で 手動 認識 
































面 が 表示 され る 。 み が 始ま る の で し ば らく 待 と う 。 を 試 し て みよ う 。 














』 必要 情報 を 入力 ニ [適用 」 を 選択 し プリ ンタ を 追加 
















































| 八 選 ち 左 の 画面 が 表示 され た ら 、「 適 用 」 を 
が の な | 刀 クリ ッ ク 。 「 詳 細 」 と 「 場 所 」 は 必要 
隔 S 上 が あれ ば 入力 し て も よい が 、 必 須 で は 
めも ` | 
か で っ コ は な い )。 
ら 守 釜 
イィ る 洗 
ン 
2 ・ 
ト 0 ET 
に 
ル の リ 屋 
れ メン 還 Lim ど = 
(2 
ブリ ンタ の 自動 認 譜 の 結果 か ら 、 利 用 する ブリ い 生 メ 「 フ リン タ 」 ウイン ドウ に 設定 し た ブ 
ンタ ドラ イ バ ガ 自動 的 に 選択 され る 。 こ てこ で は . の 8 9 99 コン が 表示 され れ は ば 成 
特に 設定 を いじ る 必要 は な い の で 、「 進 お 」 を だ = ] 功 。 フ ァイル や Web ペー ジ を 印刷 し 、 
gu ク しま 。 イ を 正しく 動作 する こと を 確認 し よう 。 


Tip 画像 解像度 を 
『 届 講 :E 


プリ ンタ が 自動 認識 され な い 場 合 は 
支 上 碧 に よっ て は 、PC に 接続 し た プリ ンタ が 自動 的 に 認 誠 さ れ な い ケ ー ス が 
ある 。 た と えば 、 か が なり 古 い プ リン タ を 接続 し た 場合 な ど だ 。 自 動 認識 が 効 





場合 は 利用 で きる よう に な る の で 、 覚え て お こう 。 と 文字 が ぼや け て し まう 。Uburtu は 時 々 最適 な 解像度 の 設定 に 失敗 し て し ま 


ブリ ン タタ の 自動 認識 画面 で 、「 ポ う の で 、 設 定 変 更 方 法 を 紹介 する ぞ 。 
ー ト を 指定 し て 他 の プリ ンタ を 使 
用 ] に チェ ッ ク を 入れ 、 プ リン タ 
の 接 続 先 を 指定 し よう 。 
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ゴロ ュ 較 一 上 本 TFT 
Fa 画 邊 理 還 1 FI IEEE 
Fi mt WI HHFSG 画 
Ft 還 Ppm1 時 


還 上 L 還 mrm | 目 明 

















rrrETTEHT 
。 り で 中 早計 は テマ 剛 寺 細 可 拉 団 


: 下 礎 ( | 箇 下 民団 園 ) 一 「 削 肝 」ー FTH 入 」 





| 解像度 」 を 自分 の ディ ス プレ イ に あっ た 物 
に 変更 し て 、「| 適 用 ] を クリ ッ ク し よう 。 


プリ ンタ の メ 一 カ ー こ 機 種 名 を 指定 し て 


| 進む] を クリ ッ ク 。 他 の 手順 は 、 自 動 
設定 の 場合 と 全く 同様 だ 。 





固 
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